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序   文 

 

 

独立行政法人国際協力機構は、マレーシア国のスルタン・アフマッド・シャー海上

保安アカデミー訓練機材整備計画にかかる準備調査を行うことを決定し、同調査を一

般財団法人日本造船技術センターに委託しました。 

 

調査団は、平成 28年 6月から平成 29年 1月までマレーシア国政府関係者と協議を

行うとともに、計画対象地域における現地踏査を実施し、帰国後の国内作業を経て、

ここに本報告書完成の運びとなりました。 

 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に

役立つことを願うものです。 

 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上

げます。 

 

平成 29年 2月 

                        

独立行政法人 国 際 協 力 機 構 

                         社会基盤・平和構築部 

                         部長 中村 明 
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要     約 

 

(1) 国の概要 

 

 マレーシア国（以下、「マ」国）はマレー半島南部（国土の 4割）とボルネオ島北部（同 6割）

を領土とする。マレー半島でタイと、ボルネオ島でインドネシア、ブルネイと接する。領海はシン

ガポール、フィリピン、ベトナムと接する。一般的には、マレー半島の部分が、「半島マレーシア

（地区）」、ボルネオ島部分が、「東マレーシア（地区）」と呼ばれる。マレー半島部分は南北 740 km、

東西 320 kmで。ティティワンサ山脈が走る。総面積は、329,847 km2、で我が国の約 0.87倍、総人

口は約 3,099 万人（2015年、統計局調査）。 

 「マ」国は地理的には、東西を結ぶ海上交通の要衝の地であり、マラッカ海峡を経由して中東地

域を結ぶ我が国にとっても重要なシーレーン上に位置している。 

 気候は熱帯気候であるが、海に囲まれているため気温は熱帯気候の中では比較的高くなく年間の

日中平均気温は 27～33 度で安定している。湿度は 1年を通じて高い（70～90 ％）。4月から 10月

の南西モンスーンと 11月から 3月の北東モンスーンの影響で年間降水量は 2,500 mmに達する。 

 「マ」国経済は、英国植民地時代からのゴムのプランテーションや錫の採掘、天然ガスの掘削な

ど、特定の農産物や鉱物の生産が盛んであるが、マハティール・ビン・モハマド首相の指導の下、

従来の農作物や鉱物の輸出、観光業に依存した体質から、工業化と経済成長を実現し、2020年に先

進国入りするとの目標を掲げている。 

 「マ」国は、2008年半ばまで経済成長率は 5％ 前後で推移していた。世界金融危機に伴う輸出

急落で 2009年は-1.7 %と大幅に下落した。2010年は内需の回復及び好調な中国経済に牽引されて

通年では 7.2%まで回復した。外需低迷により 2010年後半から成長は減速傾向にあるが、2011年は

投資と国内消費に支えられ、5.1 %を維持した。その後も 5 %前後で推移し、IMF の統計によれば

2015年は 4.97 ％であった。2015年の名目 GDPは 11,571 億リンギット。一人当たり GDPは 9,563 

米ドル。名目 GDP構成比は製造業 22.8 %、商業・飲食・ホテル 18.5 %、金融・保険・不動産・事

業サービス 10.9 %、鉱業 9.0 %、農林水産業 8.5 %などとなっている。就業人口構成比はサービス業

58.7 %、製造業・建設業 25.7 ％、農林水産業 12.4 %である。失業率は 2015年に 3.1 %と低水準で

ある。消費者物価上昇率は 2.1 %となっている（(公財)国際金融情報センター調査による）。 

 

(2) プロジェクトの背景、経緯および概要 

 

「マ」国は、年間 9万隻以上の船舶が航行するマラッカ・シンガポール海峡等の国際航路を有し

ている。近年海難事故、海上犯罪(密漁、密輸、海賊、密入国等)や難民の漂流等が増加しているが、

マレーシア海上法令執行庁（Malaysia Maritime Enforcement Agency 以下、「MMEA」という。）

は、操船等において高度な実務能力が備わっていないため、かかる問題への対応が追い付いていな

い。  

MMEA は 2013年に海上保安訓練センターとしてスルタン・アフマッド・シャー海上保安アカデ

ミー（Academy Maritime Sultan Ahmad Shah 以下、「AMSAS」という。）を設立したが、海上保
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安人材の育成や技量向上のための訓練に使用される操船シミュレーターや海事教育訓練機材を保

有していないため、十分な訓練が実施できない状況である。 

係る状況の中、マレーシア国政府は、我が国政府に操船シミュレーターおよび海事教育訓練機材

等の調達に関する無償資金協力「スルタン・アフマッド・シャー海上保安アカデミー訓練機材整備

計画」（以下、「本事業」という。）の要請を行った。 

 

本事業によって操船シミュレーターや海技教育訓練機材を調達することにより、様々な状況（実

際の操船訓練では実施できない危険な状況を含む）を想定したシミュレーション訓練や、操船状況

の記録・再現を通じた課題や問題点の把握が可能となり、海上保安人材の教育と訓練の内容と質の

向上が期待されている。 

 

我が国の「対マレーシア国別援助方針」（2012年 4月）では協力重点分野「東アジア地域共通課

題への対応」が柱として位置づけられており、また、「対マレーシア JICA 国別分析ペーパー」（2014

年 3月）では海上治安の維持等 ASEAN域内共通課題への取り組みを推進するとしている。本事業

はこれらの方針・分析に合致する。日 ASEAN 首脳会議（2014年 11月）においても「テロ及び国

境を超える犯罪と闘う協力のための共同宣言」の中で、海賊及び海上武装強盗行為と闘うための協

力を強化するとされた。我が国はこれまで MMEA に対し技術協力支援によって海上法令執行や捜

索救助を中心に能力強化を図り、日・マレーシア首脳会談（2015年 5 月）においても、MMEA の

能力構築のための協力を継続していく意向があると発表しており、本事業はこれら域内・二国間の

協力方針に合致する。 

 

    本件計画は、「マ」国より要請のあった訓練機材について現地調査及び国内解析を行い日本国に

おいて妥当性を判断した上で、以下の訓練機材を「マ」国に無償整備するというものである。 

① 操船シミュレーター（2船橋タイプ）及びブリーフィング室、インストラクター室等 

② 捜索救助指揮シミュレーター（机上訓練室及び機材） 

③ 機関運転シミュレーター（模擬機関制御室） 

④ 発電機及び位相同期訓練シミュレーター 

⑤ 通信訓練機材 

 

これらの機材の調達に関しては、日本での競争性、海外製品との価格差、海外製品との維持管理

の差、日本企業の産地等について検討したうえで原則日本にて行うこととした。日本で各機材を

製造した後、「マ」国へ輸送され、サイトへ到着した後、据え付け工事を行い設置する。 

 

(3) 調査結果の概要とプロジェクトの内容（概略設計、機材計画） 

 

 前記の要請に対し、我が国政府は、本計画にかかる準備調査の実施を決定し、独立行政法人国際

協力機構（以下、「JICA」という。）は、2016年 6月 27日から 7月 19日に第 1回目の現地調査団

を、また、同年 9月 19日から 9月 27日まで第 2回目の現地調査団を「マ」国へ派遣し、帰国後国
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内解析を行い、2017年 1月 10日から 1月 13日まで準備調査報告書（案）説明調査団を同国へ派遣

し、概略設計の内容、「マ」国負担事項等について協議・確認した。最終的な仕様概要は以下のと

おりである。 

 

1)操船シミュレーター 

 「マ」国要請仕様に基づいて、AMSAS と協議し、操船シミュレーター仕様の骨格を取りまとめ

た。 

 

①システムの概要 

 操船シミュレーターの型式は、主船橋と第 2船橋を有する 2船橋型操船シミュレーターと

し、DNV 規格 Class Aまたはこれと同等仕様のフルミッション操船シミュレーターとすること

とした。また、AMSAS は、STCW条約に基づく国内航海に従事する 500総トン以下の船舶の

海技士教育の一部を行うことについて「マ」国海事局（Maritime Department）による認証を受

けていることから、STCW条約 2010年改正の要件をも満足する仕様とすることとした。 

視界再現装置については、設置後の維持管理経費を極力低額に抑えたいとの AMSASの強い

要望により、主船橋、第 2船橋とも LCD を採用することとした。 

操船シミュレーターの構成機器のうち、RADAR/ARPA及び ECDISについては、当該シミュ

レーターがこれら機器の操作経験のない新人教育に使用されること、協議の場で新たに要請の

あったRADAR/ARPAシミュレーター及びECDISシミュレーターで行う一部訓練を実施可能と

する等を考慮して主船橋には RADAR/ARPA 実機 2 台及び ECDIS実機 1 台を、第 2 船橋には

RADAR/ARPA及び ECDISの実機各 1台をそれぞれ装備することとした。 

訓練海域データベース、船型データについては、以下の表表表表 1111～～～～3333 にて合意した。 

  

訓練海域データベースについては、3海域を確定した（表表表表 1111）。 

 

表 1 訓練海域データベース 

訓練海域 3海域（Port Klang、Lumut port、Labuan port） 

 

自船モデルについては、MMEA 船艇 3隻、一般商船 5隻を確定した（表表表表 2222）。 

 

表 2 自船モデル 

自船モデル 備考 

MMEA 船艇 

Pekan class 

Marlin class 

Jarak class (NGPC) 

一般商船 
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VLCC 260,000 DWT クラス、満載 

コンテナ船 2,100 TEU クラス、満載 

Bulker 37,000 DWTクラス、満載 

LNG 125 km3 クラス、満載 

調査船 9,000 GT クラス、満載 

 

他船モデルについては、一般商船、漁船、軍艦、旅客船等 20種類を確定した（表表表表 3333）。 

 

表 3 他船モデル 

船種 備考 

タグボート 全長 25 m クラス, 満載 

タンカー 10,000 DWTクラス, 満載 

RORO 船 10,000 G/T クラス, 満載 

作業船 30 m クラス, 半載 

コンテナ船 10,000 TEU クラス, 満載 

貨物船 499 G/T クラス, 満載 

Bulk carrier 90,000 DWT クラス, 半載 

Bulker  40,000 DWT クラス,バラスト 

旅客船 29,000 G/T クラス, 満載 

軍艦 全長 50 m クラス 

軍艦 全長 160 m クラス 

フェリー 10,000 G/T クラス, 半載 

プレジャーボート 320 G/T クラス 

PCC 6,000 Unit クラス, 半載 

漁船 全長 30 m クラス, 満載 

パイロットボート 全長 16 m クラス 

ジェットフォイル 全長 30 m クラス 

ボート 全長 20 m クラス 

艀 全長 45 m クラス 

ヨット 全長 10 m クラス 

 

②システムの構成 

・ 主船橋（第 1船橋）は、次の機器で構成する 

 視界再現装置（LCD240 度）、航海コンソール、VHF/ DSC（実機）、リピーターコン

パス、ステアリングスタンド（実機）、RADAR/ARPA（実機）、ECDIS（実機）、双眼鏡、

頭上計器、海図台、モニターカメラ、船内放送システム 

・ 第 2船橋は、次の機器で構成する 
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 視界再現装置（LCD225 度）、航海コンソール、VHF/ DSC（実機）、RADAR/ARPA（実

機）、ECDIS（実機）、双眼鏡、頭上計器、海図台、モニターカメラ、船内放送システム 

・ インストラクター室は、次の機器で構成する 

 主船橋のモニターシステム、第 2船橋のモニターシステム、VHF/DSC、CCTV モニタ

ーシステム、船内放送システム、インターホン、シナリオ編集用 PC、プリンター 

・ ブリーフィング室は、次の機器で構成する 

 プロジェクター、スクリーン 

・ サーバ室は、次の機器で構成する 

 サーバ、UPS 

 

2)捜索救助指揮シミュレーター（机上訓練室及び機材） 

 捜索救助指揮シミュレーターについては、「マ」国より、仕様について情報が事前に提供されて

いなかったことから、AMSASと協議し、仕様の骨格を取りまとめた。 

 

①システムの概要 

・ 7 名のインストラクターからなるコントローラーチームは、通信機器を使い、遭難情報

等様々な情報、状況を研修生に与える。 

・ 6 名のオペレーター及び 1 名のシニアオペレーターにより構成される訓練生は、通信機

器、海図、電子海図等を使用し、コントローラーから送られた情報に基づき、情報収集、

SAR計画の策定、捜索救助海域の決定、SAR勢力の決定、命令等の活動を実施する。 

・ 捜索救助海域などの情報は、訓練生の PC 上で示されると同時に、前面の表示盤上でも

示される。 

・ コントローラー室のインストラクターは、訓練室と同じ情報を、同室の表示盤で見るこ

とが出来る。 

・ 各室１基整備する予定であったホワイトボードを各室２基とする。 

・ スキャナー機能の付いたコピー機をオペレータールームに設置する。 

・ コントローラールームとオペレータールームを仕切る壁を設置する。 

・ 両室とも free access floor (raised floor)を設置する 

 

②システムの構成 

・ 本システムは、コントローラールームとオペレータールームにより構成され、両室は壁

で仕切られる。 

・ コントローラールームでは、7名のコントローラーが研修を進行する。オペレータール

ームでは、1名のシニアオペレーターと 6名のオペレーターが研修を受けるようになっ

ている。 

・ コントローラールームに設置される主な機器は、次のとおりである。 

Desktop PC×7、 IP telephone×7、  Large LCD monitor×1、Audio equipment×1、VHF 

radiotelephone×1、 Printer×1、Desk & Chair×7、Chart table×1、White Board×2 
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・ オペレータールームに設置される主な機器は、次のとおりである。 

Desktop PC×7、IP telephone×7、 Large LCD monitor×1、Web camera Electronic chat 

equipment×1、VHF radiotelephone×1、 Printer with scanner×1、Desk & Chair×7、Chart table×1、

White Board×2 

 

3)機関運転シミュレーター（模擬機関制御室） 

 機関運転シミュレーターについては、「マ」国より、仕様について情報が事前に提供されていな

かったことから、AMSASと協議し、仕様の骨格を取りまとめた。 

 

① システムの概要 

・ コンピューターベースの LCD モニター（タッチパネル型）を基本とする。 

・ 操作対象は機関制御室と機関室を想定する。 

・ 将来の拡張性（システムの入れ替えや多船モデルへの対応）を考慮し、コンピュータベ

ースシミュレーターを基本とする。 

・ モデル船は①100 m型巡視船及び②大型コンテナ船とする。 

・ 主配電盤には、ディーゼル発電機、ターボ発電機、軸発電機を表示できるようにする。 

・ 非常用発電機を表示できるようにする。 

・ 拡張型警報装置パネルを表示できるようにする。 

 

② システムの構成 

・ エンジンルームコントロールコンソール、主配電盤、警報装置パネル、エンジンルーム

システム、インストラクターシステム、ビデオ・サウンドレコーディングシステム、通

信システム 

 

4) 発電機及び位相同期訓練シミュレーター 

 発電機及び位相同期訓練シミュレーターについては、「マ」国より、仕様について情報が事前に

提供されていなかったことから、AMSASと協議し、仕様の骨格を取りまとめた。 

 

① システムの概要 

・ 機関運転シミュレーター室内に設置することを基本とする。 

・ 位相同期訓練を行うためのスィッチボードシミュレーターとする。発電機（実機）はコ

ンポーネントには含めない。 

・ コンピューターベース（タッチパネル）は、パネルの損耗が激しいことから実際の機器

を模したスイッチボード型とする。 

 

② システムの構成 

・ 発電機盤、給電盤、インストラクター操作盤、非常用配電盤 
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5)通信訓練機材 

 通信訓練機材については、「マ」国より、仕様について情報が事前に提供されていなかったこと

から、AMSASと協議し、仕様の骨格を取りまとめた。 

 

① システムの概要 

・ 本システムは、１基のインストラクター卓と 25 基の研修生卓からなり、それぞれに設

置された無線機は、疑似空中線機網を介して実環境に近い形で通信訓練を行う。 

・ 通信訓練の状況は、多チャンネル録音装置により録音され、研修内容の検証に利用され

る。 

・ 訓練は、VHF（DSC機能付き）無線機を使用して行われる。 

・ 訓練用の機器は、インストラクター用マスターコンソールと、26個のヘッドセット付の

無線電話機により構成される。 

・ すべての訓練生は、それぞれパーテーションで区切られた机で訓練を受ける。 

・ マスターコンソールには、訓練をコントロールするスウィッチボタンが付けられている。 

・ 無線通信訓練は、インストラクターと訓練生間、及び訓練生グループ間で実施される。 

 

② システムの構成 

・ VHF Radiotelephone with headset×26、Recorder（8channel)×4、Dummy Antenna Circuit×1、

Audio equipment×1、Desk and Chair×26、Partition Panel×25 

 

 (4) プロジェクトの工期および概略事業費 

 

 本プロジェクトの実施においては、コンサルタント契約から約 2.5ケ月で入札図書作業を完了・

公示し、その後約 1.5ケ月で調達契約を締結、工期は検査を含め約 13.5ケ月、その後、日本から「マ」

国 Kuantan港までの輸送・据付・引渡しに約 3.0ケ月を予定する。 

 コンサルタント契約後、総工程約 20.5ケ月、瑕疵担保契約満了までに更に 12ケ月を要する。 

 なお、実際の工期は調達契約締結時点の機器メーカーの手持ち工事状況にも左右される。 
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(5) プロジェクトの妥当性の検証 

 

 本案件の実施によって期待される事業効果は次のとおりである。 

 

1) 定量的効果 

 

本事業の定量的効果は表表表表 4444 のとおり。 

 

表 4 定量的効果 

指標名 基準値 

（2016年実績値） 

目標値（2020年） 

【事業完成 3年後】 

外部施設で行われる訓練人数 118名 0名 

MMEA 職員の訓練人数 0名 約 500名 

他国から参加する訓練人数 0名 約 20名 

 

2) 定性的効果 

 

① MMEA の海上巡回能力が向上する。 

 

 以上の内容により、本案件の妥当性は高く、また、有効性が見込まれると判断される。 
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   図 1 プロジェクトの位置図 
５０Km  
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図 2 操船シミュレーター等完成予想図 
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図 3 捜索救助指揮シミュレーター完成予想図 
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図 4 機関運転シミュレーター並びに発電機及び位相同期訓練シミュレーター完成予想図 
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図 5 通信訓練機材完成予想図 
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■写真 1：スルタン・アフマッド・シャー海上保安アカデミー（Academy Maritime Sultan Ahmad Shah：

AMSAS ） 

  

写真 1-1 AMSASメインゲート。この向こうに約
0.8平方キロメートルの敷地が広がる 

写真 1-2 AMSASプロジェクト担当者と Statue of 
Hopeを背景に集合写真を撮影 

  

写真1-3 AMSAS関係者とKick-off ミーティングを
開催する 

写真 1-4 操船シミュレーター設置予定室を調査す
る。現在は機材なし 

  
写真 1-5 SARシミュレーター設置予定室の現状を
調査した 

写真 1-6 機関シミュレーター設置予定室の現状を
調査した 
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写真 1-7現在このCBTタイプ機関訓練機材が使わ
れている 

写真 1-8通信訓練機材設置予定室を調査した 

  

写真 1-9現行の通信訓練機材。この機材が一組（2
台）使われている 

写真 1-10 AMSASの一画にある Malaysia Mission 
Centreを調査（衛星を介した船舶遭難信号を受信） 

 

 

写真 1-11 衛星を介した遭難信号を受信するアン
テナ（Local User Terminal：LUT）。AMSAS 構内に
設置されている 
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■写真 2：マレーシア海上法令執行庁(Malaysian Maritime Enforcement Agency：MMEA ) 

  

写真 2-1 MMEA 本部建物入口。MMEA の組織名が
マレー語で書かれている 

写真 2-2第 2回現地調査時に MMEA 本部会議室で
開催された会議の状況 

  

写真 2-3 MMEA 本部内に置かれた MRCC。海難情
報を処理する 

写真 2-4 MRCCでは、LUT で受信された遭難信号
などが集められ、処理される 

 

 

写真 2-5 MRCCに隣接して設置されたオペレーシ
ョンルーム。巡視船の動静が常時把握されている 
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■写真 3：東部管区海上保安本部（Eastern Regional Headquarters）・クアンタン海上保安部（District 

Maritime Kuantan）  

  

写真 3-1東部管区本部入口の組織名表示板。 写真 3-2 管区本部・海上保安部幹部と会合。施設
の見学は、認められなかった 
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■写真 4：クラン海上保安部（District Maritime Klang） 

  
写真 4-1海上保安部を表す表示板 写真 4-2海上保安部オペレーションルーム調査 

  

写真 4-3オペレーションルームでは 24時体制で警
備救難事件に対応している 

写真 4-4深夜帰港したばかりの海上保安部所属大
型巡視艇。  

 

 

 

写真 4-5係留中の海上保安部所属小型巡視艇  
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■写真 5：マレーシア海事アカデミー（Malaysian Maritime Academy：ALAM） 

  

写真 5-1 担当者からの操船シミュレーターなどの
施設について説明を受ける 

写真 5-2 操船シミュレーター主船橋内部。通航す
る大型船が映っている 

  

写真 5-3操船シミュレーター船橋を外側から見る 写真 5-4 操船シミュレーター第 2 船橋。学生が研
修している。 

  

写真 5-5 研修を運営する操船シミュレーターオペ
レーター室 

写真 5-6 機関シミュレーター室。主機関・発電機
の運転を研修する 
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■写真 6：国防大学（National Defense University of Malaysia：UPNM） 

  

写真 6-1 UPNM海上訓練センター玄関。立派な建
物である 

写真 6-2 Desk top操船シミュレーター。PC上で訓
練を受ける 

  

写真 6-3 操船シミュレーター第 1 船橋内を調査。
大型船の操舵室が再現されている 

写真 6-4操船シミュレーター第 2船橋の様子。LCD
方式のシミュレーターある 

  

写真 6-5 操船シミュレーターを運営するオペレー
ター室 

写真 6-6 機関シミュレーター室内の状況。テレビ
ゲームのような画面もあった 
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■写真 7：Ungku Omar ポリテク（Ungku Omar Polytechnic：PUO） 

  

写真 7-1担当者から施設の概要説明を受ける 写真 7-2 研修用主機実機。日本の支援で設置され
たもの。まだ現役である 

  

写真 7-3 研修用発電機実機。古いが良く手入れさ
れ、活用されている 

写真 7-4機関室シミュレーター。旧式であるため、
新替え予定と説明があった 

 

 

写真 7-5配電盤の運用を訓練するシミュレーター  
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■写真 8：海事局訓練所（Maritime Transport Training Institute：MATRAIN） 

  

写真 8-1 MATRAIN 正門の様子。校名がマレー語
で書かれている 

写真 8-2 操船シミュレーター主船橋の状況。若干
旧式であった。 

  

写真 8-3 操船シミュレーター主船橋を外からみ
る。プロジェクターが見える 

写真 8-4操船シミュレーター第 2船橋を調査。LCD
方式のシミュレーターである 

 

 

写真 8-5 研修を運営する操船シミュレーターオペ
レーター室 
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■写真 9：マレーシア航空アカデミー（Malaysian Aviation Academy：MAvA） 

  
写真 9-1 SARシミュレーター施設の概要について
説明を受ける 

写真 9-2 SAR研修生卓の状況。PCの前に研修生
が座り、研修を受ける 

  

写真 9-3 SAR研修生卓に置かれている PCに、電
子海図が表示されている 

写真 9-4 SAR訓練コントローラー卓の状況。ここ
で研修を運営する 
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ALAM  Malaysian Maritime Academy 

マレーシア海事アカデミー 

AMSAS Academy Maritime Sultan Ahmad Shah 

スルタン・アフマッド・シャー海上保安アカデミー 

ARPA Automatic Radar Plotting Aids 

自動衝突予防援助装置 

CBT Computer-Based Training 

コンピューターを利用した学習 

CCTV Closed Circuit Television 

CCTV カメラ 

CPP Controllable Pitch Propeller 

可変ピッチプロペラ 

DNV Det Norskes Veritas 

ノルウェー船級協会 

DSC Digitel Selective Calling 

デジタル選択呼出装置 

ECDIS Electronic Chart Display and Information System 

電子海図情報表示装置 

HF High Frequency 

短波 

LCD Liquid Crystal Display 

液晶ディスプレイ 

MATRAIN Maritime Transport Training Institute 

運輸省海事局訓練施設 

MAvA Malaysia Aviation Academy 

マレーシア航空アカデミー 

MCC Mission Control Center 

業務管理センター 

MRCC Maritime Rescue Coordination Center 

海難救助業務調整センター 

NGPC New Generation Patrol Craft 

次世代巡視艇 

PUO Politeknik Ungku Omar 

ウングク・オマール・ポリテクニック（機関科大学） 

PCC Pure Car Carrier 

自動車専用船 

RORO Roll-on/Roll-off 

ロールオン・ロールオフ船 
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SAR Search And Rescue 

捜索救助 

STCW International Convention on Standards of Training, Certification 

and Watch keeping for Seafarers 

船員の訓練及び資格証明並びに当直の基準に関する国際条約 

TEU Twenty-foot Equivalent Unit 

20フィートコンテナ換算 

UPNM National Defense University of Malaysia (Universiti Pertahanan 

Malaysia) 

マレーシア国防大学 

UPS Uninterruptible Power Supply 

無停電電源装置 

VHF Very High Frequency 

超短波 
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第 1章 プロジェクトの背景・経緯 
 

1-1 当該セクターの現状と課題 

 

1-1-1 現状と課題 

    

1-1-1-1 MMEA の現状と課題 

 

(1) 全般 

MMEA はプトラジャヤ（Putrajaya）に本部を置き、全国を 5つの管区に分け、次のとお

り管区本部を置いている。 

・北部管区（Northern Regional）: Bukit Malut ケダ州  

・南部管区（Southern Regional）: Johor Bahru ジョホール州 

・東部管区（Eastern regional）: Kuantan パハン州 

・サラワク管区（Sarawak Regional）: Kuching サラワク州 

・サバ管区（Sabah Regional）: Kota Kinabalu サバ州 

各管区本部の下に海上保安部（District Maritime）が置かれており、その位置及び担当す

る海域は、図図図図 1-1 及び図図図図 1-2 のとおりである。 

MMEA の本部には、MRCC（Maritime Rescue coordination Center）を、各管区本部には

MRSC（Maritime Rescue Sub-Center）を設置し、24時間体制でマレーシア海域の SAR活動を

調整している。 

AMSAS敷地内には、コスパス・サーサット衛星を経由した遭難信号を受信する LUT（地

上受信局：Local User Terminal）が設置されている。同施設で受信された遭難信号は、同校内

に置かれた MCC（Mission Control Center）を経由して本部の MRCCに送られている。 
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図 1-1 MMEA 管区本部、保安部担当海域（半島管区） 

 

  

図 1-2 MMEA 管区本部、保安部担当海域（サバ・サラワク管区） 

    （出典）MMEA からの回答から転載 

(2) 各保安部の状況 

 MMEA におけるSearch and Rescue (SAR)体制を調査するため、以下の 3か所のMMEA 本部、

海上保安部を視察し情報を収集した。 

 

1) MMEA 本部オペレーション及び MRCC 

 MMEA 本部には、オペレーションと MRCC が、扉のある壁を挟んで、隣り合って

置かれており、マレーシア海域の海上保安業務全体を指揮・調整する任務を負ってい

る。両者は、いずれも 1直 Officer 1名、Staff 2名で編成され、3直 24時間交代で運用
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されている。但し、Officer は、他の業務も兼務しているため、事件がなければ、勤務

時間中は他の事務室で他の業務に従事し、勤務時間外は、本部から 25キロメートル以

内の場所で待機してよいこととなっている。 

 MRCCは SARに関する業務を担当し、他の案件はオペレーションで担当する。 

 オペレーションでは、VTMS（Vessel Tracking Management System）により、MMEA

所属の70隻のShipと145隻のBoatの動静を常時把握している。同室内には、短波（High 

Frequency：HF）と超短波（Very High Frequency：VHF）送受信機が設置してあり、HF

は MMEA 各部署及び同船艇との間の通信に使用し、VHF は MMEA 航空機との間の通

信に使用する。また、組織内の通信に使われる GIRN（Government Internal Radio Network）

の端末が置かれていた。 

 MRCC には、海上の船舶からの遭難信号を受信するために、COSPASS-SARSAT装

置と、DSC機能付き VHF が設置されている。 

 また、マレーシアでは、Telecom Malaysiaが緊急電話番号 999を運用しているが、

海上に関する情報は、そこから MMEA 本部にも伝達されることとなっている。 

 これらを通じて受信された海難等の緊急情報は、MRCCから各管区本部に設置され

た MRSCに送られ、実際の SAR活動は、MRSCが指揮・調整することとなる。本部

の MRCCは、マレーシア国内における Maritime SAR全体の調整と、近隣国 MRCCと

の連絡調整が主な任務である。 

 MRCCでは、捜索救助区域の計算を IAMSAR Manual（International Aeronautical and 

Maritime Search and Rescue Manual）をもとに手作業で行っている。COSPAS-SARSAT

システムには、捜索区域を自動で計算するソフトも入っているが、マニュアルを基本

としている。 

 

2) クアンタン海上保安部（District Maritime Kuantan (DM 8) 

 クアンタン海上保安部は、東部管区に下に置かれた海上保安部であり、図図図図1111----1111のDM8

の海域を担当している。同保安部は、巡視船艇係留地であるクアンタン港から約 25km

離れたクアンタン市中心部にある。MMEA が新しい組織であるため、港の区域等望ま

しい場所に事務所が確保されていない。 

 海上保安部においては、海上保安部に隣接する東部管区本部のオペレーション部長

及びクアンタン海上保安部の執行・訓練部部長代理と面談した。 

 SARに係る沿岸無線局は、従来 Maritime Departmentが運用していたが、2009年に

MMEA に移管され、管区本部のオペレーションルームには、遭難通信を受信し、一般

商船と通信できる通信設備が設備されている。 
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 オペレーションルームは保安部にもあり、一般商船、巡視船艇との通信を行えるよ

うになっている。 

 保安部のオペレーション、通常 3名の職員が勤務し運用している。事件が起きた場

合、それに応じて増員する。 

 東部管区における巡視船艇の指揮について、通称、「Ship」と称する長さ 20m 以上

の船舶は管区本部が指揮し、「boat」と称する 20ｍ未満の船舶は海上保安部が指揮する

こととなっている。但し、「ship」の補給の支援業務は、係留地を管轄する海上保安部

が担当している。 

 MMEA では、VTMS (Vessel Tracking Managing System)により、船艇の所在を常時把

握している。 

 

3) クラン海上保安部（District Maritime Klang (DM 4) 

 クラン海上保安部は、北部管区本部の下に置かれ、図図図図 1111----1111 の DM4 の海域を担当し

ている。 

 同海上保安部部長 Capt. Razaliは海軍出身であるが、MMEA 設立にあたり海軍から

完全に移籍している。 

海上保安部のオペレーションルームは、1 直 3 名 24時間交代で運用されている。1

直は、Officer 1名、オペレーター2名で編成されているが、Officerは、他の職も兼務

しており、事件がなければ他の事務室で勤務し、また勤務時間が終われば自宅等で待

機している。 

 オペレーションルームには、通信設備として VHF、HF が設置され、一般船舶から

の通信に応えられるようになっている。部内通信用として、MMEA 本部にもあった

GIRN の端末が整備されている。その他に、海図と海図台、PC、ホワイトボードが設

置されていた。 

 海上保安部では、電話、無線電話を通じて遭難情報を直接入手出来るようになって

いるが、情報の多くは、管区本部を通じて来る。遭難情報を受けたのち、オペレーシ

ョンルームでは捜索海域の設定等の作業を行うこととなるが、整備されているものは、

紙海図等手作業で行う資機材のみであった。 

 巡視艇基地は、海上保安部から車で 30分のところにある海上警察の桟橋を借用して

いる。 

 同海上保安部には、30ｍ級の巡視船 2隻、小型ボート 2隻が所属しているが、この

うち当日係留していた 30ｍ級の巡視船KM Kukup を見学した。 
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 同船は、MMEA 設立時海軍から移管されたもので、1964年建造された船齢 52年の

船であるが、整備が良くなされ、現役で活躍している。当日も、午前 2時まで密輸の

取り締まりを行い、帰港した。 

 同船は長さ 31ｍ、最大 15～16ノット、通常は 10～11ノットで航走している。乗組

員は 18名で、うち Officer は、Commanding officer, Executive officer, Boarding officer, 

Navigation officerの 4 名である。現在 8 名の訓練生が乗船している。訓練生は通常 3

名だが、ドックに入っている僚船の 5 名も乗船していた。乗船している訓練生は、

AMSASで 9か月訓練を受けたのち、乗船訓練を受けているもので、乗船訓練期間は 4

ヶ月である。 

 本船は、通常 5日間出港して業務を行うこととなっているが、清水の搭載可能量が

少ないので、一度基地に帰って補給したのちパトロールに戻るということを繰り返し

ている。特別な任務に従事する時には、1か月間行動することもある。基地停泊中も、

4 名が在船し、当直をしている。海上警察敷地内には、巡視船職員が使用できる事務

室は確保されていない。但し、小型ボート乗組員については、休息できる場所がある。 

 船橋内には、レーダー、コンパス等の航海計器は設置されていたが、いずれも古い

ものであり ECDISは、故障していた。 

 

(3) 課題 

 

1) 船艇の老朽化 

海軍から譲り受けた船齢50歳を超えるような船艇が運用されており船艇の老朽化が

著しい。 

 

2) 予算の獲得 

MMEA が後発の官庁であるため、予算獲得において必ずしも優遇されていない面が

ある。また、MMEA から AMSAS へ配算される予算も MMEA 全体予算の約 1.5％程度

である。今後、機材の導入が行われた際には現行の維持管理費を約 1.4倍にする必要が

ある。 

 

3) 練習用巡視船の整備 

MMEA 船艇乗組員を養成するに当たり、操船シミュレーター、機関シミュレーター

と合わせ、多数の訓練生が一度に乗船訓練を受けることが出来る練習巡視船の整備が望

まれる。現状では、一定期間 AMSASで訓練を受けた後、巡視船艇に訓練生として乗船
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しているが、教える側も専従の教官ではないうえ、実働巡視船艇であるため、訓練に確

保できる時間も制約されるため、訓練の成果があがりにくい。 

 

1-1-1-2 AMSAS の現状と課題 

 

(1) 操船シミュレーター訓練の現状 

1) AMSASの外部委託による操船シミュレーター訓練の現状 

 AMSAS では、外部の海事教育・訓練機関に委託する方法により、新人養成教育課

程における士官養成コースの学生を対象とした 2～4 日間の操船シミュレーター訓練

を実施しており、対応する科目は「甲板科」、内容は「船員の職務と責任」及び「操船」

である。 

 操船シミュレーターを導入することにより、外部機関への訓練委託経費の節減が可

能となる。 

 なお、訓練委託機関と当該機関が所有する操船シミュレーターは次のとおりである。 

① マレーシア国防大学（UPNM: National Defense University of Malaysia, Universiti 

Pertahanan Malaysia) 

Kongsberg社製フルミッション操船シミュレーターを所有している。 

② マレーシア海軍訓練学校 KD PERANDOK（Lumut海軍基地に所在） 

 Rheinmetall (Rheinmetall Defense Electronics GmbH) 社製フルミッション操船シミ

ュレーターを所有している。 

 また、2011～2016年の訓練委託人数と委託先は、表表表表 1111----1111 のとおりである。 

 

表 1-1 操船シミュレーター訓練の委託先と委託人数 

年 委託機関 訓練対象学生 人数 委託日数（日） 

2011 UPNM 4期生 90 4 

2012 UPNM 5期生 84 4 

2013 UPNM 6期生 55 4 

2014 KD PERANDOK 7期生 97 2 

2016 UPNM 8期生 38 2 

（注）2015 年は、8期生から操船シミュレーター訓練の履修時期を変更したことに

伴い、2015 年には外部委託を行わず、2016 年に委託した。 

 

2) 一部訓練を操船シミュレーターにより代替可能な研修プログラム 
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 AMSASでは MMEA 職員及び AMSAS所有船艇乗組員を対象とした講習を実施して

いるが、新規に導入する操船シミュレーターで訓練の一部を代替することが可能と考

えられる講習として「新人当直士官コース：New Officer of the Watch course」及び「初

級指揮官コース：Junior Commanding Officer course」が挙げられる。 

 新人当直士官コース講習の受講日数は 2週間であり、次の内容で構成される。 

① 当直士官の職責（AMSASで実施、受講期間 1週間） 

② 乗船実習（Lumut基地所属船艇で実施、乗船期間 1週間） 

 初級指揮官コース講習の受講日数は 3週間であり、次の内容で構成される。 

① 初級指揮官の職責（AMSASで実施、受講期間 2週間） 

② 乗船実習（Lumut基地所属船艇で実施、乗船期間 1週間） 

 両コースとも乗船実習の一部を操船シミュレーター訓練で代替することにより訓練

をより高度化、効率化することができ、また、経費の削減も可能である。 

 2013～2016年の受講者数は、表表表表 1111----2222 及び表表表表 1111----3333 のとおりである。 

 

表 1-2 新人当直士官コース講習の受講者数 

年 講習 受講者数 

2013 第 7回 20 

第 8回 20 

2014 第 9回 20 

第 10回 15 

2015 第 11回 18 

第 12回 20 

2016 第 13回 20 

第 14回 20 

 

表 1-3 初級指揮官コース講習の受講者数 

年 講習 受講者数 

2013 第 11回 20 

第 12回 19 

2014 第 13回 17 

第 14回 18 

2015 第 15回 20 

第 16回 16 
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2016 第 17回 17 

 

 (2)捜索救助指揮シミュレーター訓練の現状 

1) SARシミュレーター訓練の目的 

 AMSASは、表表表表 1111----4444 に記載した SARコースを実施している。SAR訓練に用いるシミ

ュレーターがない現状で、SAR Mission Coordinatorコースは、同施設を有するマレー

シア航空アカデミー（Malaysia Aviation Academy：MAvA）に訓練生を送り、実施して

いる。他のコースは、AMSAS の教室において、基礎的なことを教えている。シミュ

レーターが共用された場合、これらすべてのコースで有効に使用する予定である。 

 

表 1-4 SAR 研修コース（AMSAS） 

 Course Duration Total/year Number of participants 

1 On-scene coordinator  

(OSC) 
1 week 2 25 (officers) per course 

2 

 

SAR Mission Coordinator 

 (SMC) 
3 week 1 10 (officers) 

3 Boat Leader 3 days 2 20 (other ranks) per course 

4 

 

International Intermediate  

Maritime SAR Course 
2 weeks 1 15 (ASEAN countries) 

5 

 

Search and Rescue 

Exercise (SAREX) 1 week 5 

30 (officers and other 

ranks)  

per course  

6 Ships crew 1 week 25 as requested 

（注）AMSASから提供された資料に基づきコンサルタント作成 

 

 AMSAS は、表表表表 1111----4444 に記載したように、6 コースの SAR訓練を実施している。この

うち、On Scene Coordinator Courseでは、次のような主題の研修が行われている。 

a) Function of MRCC and MRSC 

b) SAR planning and evaluation 

c) SAR phases and SAR stages, SAR suspension and SAR termination  

d) OSC (On scene commander) /SRU (Search and Rescue Unit)  task and responsibility  

e)  Mass rescue operation 

f) Case study 
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g) Course critic 

 訓練内容は、MMEA の本部、管区本部に設置されている MRCC及び MRSCにおい

て、発生した海難等をいかに調整・措置するかという訓練である。これらの訓練はい

ずれも机上で行われているものであるが、オペレーションルームを模したシミュレー

ターを活用し、実践的な訓練を実施することにより、適切な対応を取ることが出来る

SAR Coordinatorを養成することが期待できる。 

 

(3)機関運転シミュレーター（模擬機関制御室）および発電機及び位相同期訓練シミュレータ

ーの訓練の現状 

 AMSASでは、外部の海事教育訓練機関にシミュレーター訓練を含む機関関係の訓練を委託

している。委託先は Ipoh にある PUO (POLITEKNIK UNGKU OMAR)である。PUO では

Engineering の Level 1と Level 2の訓練の中で AMSASにはない舶用機器の実技訓練を 2日間

行なっており、一度に派遣する訓練生の数は最大 20名、訓練期間は 2日間で、年間 2-3回の

派遣を行なっている。 

 訓練実績を表表表表 1111----5555 に示す。 
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表 1-5 PUO における委託訓練の実績 

Training Course: Engineering Level 1 

Year 2013 2014 2015 2016 (on going) 

Duration and 

Period 

10/6 – 5/7 

11/11 – 6/12 

19/5 – 20/6 

11/8 – 12/9 

17/11 – 19/12 

27/4 – 3/6 

19/10 – 24/11 

1/10 – 

Location of the 

Institution 

PUO (2 days) PUO (2 days) PUO (2 days) PUO (2 days) 

Q’ty of AMSAS 

Trainee in PUO 

20 

20 

18 

19 

17 

20 

20 

20 

Contents of 

Training 

 ・Electric Arc Welding and Gas Welding 

 ・Marine Electrical Power Supply & Distribution 

 ・Fundamental of Generator & Motor 

 ・Marine Aux.Machinery (Oil Water Separator and Oil Purifier) 

 

Training Course: Engineering Level 2 

Year 2013 2014 2015 2016 (on going) 

Duration and 

Period 

25/3 – 26/4 

21/8 – 22/9 

17/9 – 11/10 

10/3 – 11/4 

22/9 – 29/10 

10/8 – 15/9 

9/5 – 7/6 

May 

Location of the 

Institution 

PUO (2 days) PUO (2 days) PUO (2 days) PUO (2 days) 

Q’ty of 

AMSAS 

Trainee in PUO 

18 

19 

11 

16 

15 

18 

16 

16 

Contents of 

Training 

 ・Marine Electrical Power Supply & Distribution 

 ・Fundamental of Generator & Motor 

 ・Procedure for Marine Boiler Operation and Water Treatment 

 ・Marine Aux.Machinery (Oil Water Separator and Oil Purifier) 
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 AMSAS では、上記 Engineering Level 1, 2の訓練コースを終了した者は、PUO にて出力

750KW未満の内航沿岸海域の機関士（Engineering Officer）養成コースへ進み、6週間の訓練

後、AMSASにて口頭試験を受験している。従い、AMSASは STCW条約に則り、以上の出力

750KW未満の内航沿岸海域の機関士（Engineering Officer）の資格を取得するための教科の一

部を担っている。 

 AMSAS で機関系訓練にて使用している CBT タイプの訓練機材を図図図図 1111----3333 に示す。この訓練

機材により、船舶の機器の名称・役割、作動原理等の学習を行い、訓練の履歴を記録する。

また、シミュレータモードに切り替えることにより、発電機の始動までの立ち上げ、始動、

運転後に並行運転・電源切替などの訓練を行っている。 

 

  

ME CBT apparatus 機器の名称・役割・原理の訓練 

  

発電機始動操作の訓練 配電盤操作の訓練 

図 1-3 機関系 訓練機材 

 

(4) 通信訓練の現状 
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 AMSAS では、表表表表 1111----6666 に記載した無線運用者に対する訓練を実施している。訓練に

使用する無線通信機器は２セットだけが設置されており、一度に 2名ずつが、無線通

信訓練を受けている。訓練機材が供与されれば、より多くの訓練生に実践的な訓練を

受けさせることができる。 

 

表 1-6 無線運用者訓練コース（AMSAS） 

No. Subject Participants Days 

1 Navigation (Basic course) 

1. Sailors 

2. Officers 

 

120 

40 

 

5 

5 

2 Navigation (nautical level 2) 25 5 

3 Navigation (nautical level 3) 25 5 

4 Radar plotters (basic course) 

1. Sailors 

2. Officers 

 

120 

40 

 

5 

5 

5 Radar plotters course for petty officer 

(advance course9  

25 5 

6 Radar plotters course for officer 

(advance course) 

25 5 

7 Tactical communication level 1 25 5 

8 Tactical communication level 2 25 5 

9 Tactical communication level 3 25 5 

10 Command & control course level 1 25 5 

11 Command & control course level 2 25 5 

12 Command & control course level 3 25 5 

13 Foreigner language course 

1. Thailand language 

2. Vietnam language 

 

25 

25 

 

5 

5 

14 Voice procedure course level 1 25 5 

15 Voice procedure course level 2 25 5 

 Total 670 90 

（出典）AMSASから提供された資料に基づきコンサルタント作成 
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 AMSASでは、表 1-10に記載した無線運用者に対する訓練を実施している。いずれ

も無線機を使用して無線通信の訓練を行うものである。現在使用出来る無線通信機器

は２セットだけであるため、実際の訓練時間は限られている。訓練機材が供与されれ

ば、より多くの訓練生に実践的な訓練を受けさせることが可能となり、的確な無線通

信のできる職員の養成が期待できるとしている。 

 

(6) 課題 

    

1) 操船シミュレーター 

現在、MMEA は、前出のようにマレーシア国防大学（UPNM）、マレーシア海軍訓

練学校 KD PERANDOKの外部機関の操船シミュレーターを使用し訓練を行っている。

これらは自船モデルとしては一般商船やそれぞれの機関の所属船となっており、

MMEA 船艇の実際の操船については模擬できていない。今後、AMSASが自船モデル

を備えた自前の操船シミュレーターを有することになれば、海上での各種海上犯罪発

生時の必要な操船技術を現実の所属船舶の動きを体感しつつ効果的に身に着けること

ができるようになる。特に、海上で訓練するには危険を伴うような高度な操船技術に

ついてもシミュレーターで模擬し訓練することにより収得することができるようにな

り、これまで、必要でありながら実施できなかった訓練が行えることとなる。 

 

2) 捜索救助指揮シミュレーター（机上訓練室及び機材） 

 現在、MMEA は、前出のようにマレーシア航空アカデミー（MAvA）に職員を送り

捜索救助の際の捜索船の動きや他の機関との連携などについて訓練している。しかし

ながら、MAvA のシミュレーターでは MMEA の船艇のデータがないため、捜索救助

の基礎知識は習得できるものの、MMEA の船艇や航空機との具体的連携などについて

学ぶことはできなかった。MMEA の所属船艇や航空機のデータを搭載した捜索救助指

揮シミュレーターを導入することにより一層実践的な捜索救助の模擬ができることと

なる。 

 

3) 機関運転シミュレーター（模擬機関制御室）および発電機及び位相同期訓練シミュレー

ター 

 現在、MMEA は、前出のようにウングク・オマール・ポリテクニック（機関科大学）

（PUO）にて、船舶の各機関の名称、役割、作動方法や始動、運転、電源切換、停止

などの訓練を行っている。ただし、これらの訓練に使用する機材は約 10～20年と経過

した古い機材が多く訓練の質は必ずしも高いとはいえない。MMEA の巡視船の機関室
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の計器と配電盤を模擬したシミュレーターを導入することにより、基礎から応用まで

実際の MMEA 船艇の各搭載機器を念頭に置いた訓練を実施できることになる。 

 

4) 通信訓練機材 

 無線通信は、MMEA 職員にとり、全業務遂行上必要な技術であるが、その実践的な

訓練を行う機材が 2台 1セットしかなく不足している。より多くの通信訓練機材を使

用することにより、実際の現場の実情に合った多人数による通信なども行うことがで

きるようになる。 

    

1-1-2 開発計画 

 

(1) AMSAS の将来計画 

 MMEA は 2006年 4月、新たに採用した下士官以下の職員の教育を、ルムット（Lumut）の

マレーシア海軍の施設で始めた。 

 2007年 7月、訓練場所を暫定的にパハン州クアンタン海上保安部と同じ場所にあるトレー

ニングセンターに移し、士官の基礎訓練を開始した。 

 2009年初めから、AMSASの施設の建設が始まり、第１期工事が 2011年 11月に完成、第 2

期工事が 2012年 3月に完成した。 

 AMSASは第 1期完成後、2011年 8月に運用を開始した。 

 AMSASでの 2020までの全体戦略として図図図図 1111----4444 に記載のある以下の計画を立てている。 

フェーズ 1 AMSASの組織改革 （2011～2012年） 

フェーズ 2 組織的能力の向上 （2013～2015年） 

フェーズ 3 組織能力の強化（2016～2020） 

フェーズ 4 中核的研究拠点（CoE）としての地位確立 （2020年以降） 

 これらの各段階では、図図図図 1111----5555 に示すような更に細かく細分化された到達目標を掲げ計画を

実施してきている。そして 2020年までには、以下を達成するとしている。 

 

1) 世界標準の海事保安人材の育成機関となること 

2) 海上法執行及び海難救助業務における ASEAN地域における中核的教育訓練機関（CoE）

となること  
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図 1-4 AMSAS の 2020 年までの全体戦略 

            （出典）AMSASプレゼンテーション資料を仮訳 

 

 

図 1-5 AMSAS の 2020 年まで及びそれ以降の計画 

（出典）AMSASプレゼンテーション資料を仮訳 
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 また、AMSASのプレゼン資料によれば教育訓練の目的として以下を掲げている。 

 

� 法執行ニーズの認識及び知識補完 

� 捜索救助活動ニーズの認識及び知識補完 

� 法執行の関する方針、戦略、技術、手続の策定への貢献 

� 捜索救助に関する方針、戦略、技術、手続の策定への貢献 

� AMSASで実施される教育課程の認定ステータスの獲得及び維持 

� 最新の技術と教育計画の融合 

� 訓練生に対し組織に対する貢献やプロ意識は全て認識されることを教えること 

 

 今回の操船シミュレーターや海技教育訓練機材の無償供与は、前出の「法執行ニーズの認

識及び知識補完」、「捜索救助活動ニーズの認識及び知識補完」、「最新の技術と教育計画の融

合」の達成に貢献する。 

 これらを踏まえ機材選定においては、現在の最新技術を含むものを維持費等を勘案しつつ

合理的な範囲のものを選定していく方針としている。 

 

(2) MMEA の長期計画「PPSMM2040」との関係 

 2040年までの MMEA の長期計画「PPSMM2040」の第510項には、2016～2020年の計画が

記載されている。計画の中で、船艇として、中型巡視船 13隻、大型巡視船 10隻を整備する

計画としている。2016年においては、3隻の中型巡視船の建造が認められている。 

 AMSASの質問票に対する回答によれば、今後整備される最新の技術を用いた船艇を運用す

る乗員を要請するために本事業で導入予定の操船シミュレーターや海技教育訓練資材は不可

欠であるとの認識を持っている。 

 

1-1-3 社会経済状況 

 

 「マ」国経済は、英国植民地時代からのゴムのプランテーションや錫の採掘、天然ガスの

掘削など、特定の農産物や鉱物の生産が盛んであるが、マハティール・ビン・モハマド首相

の指導の下、従来の農作物や鉱物の輸出、観光業に依存した体質から、工業化と経済成長を

実現し、2020年に先進国入りするとの目標を掲げている。 

 「マ」国は、2008年半ばまで経済成長率は 5％前後で推移していた。世界金融危機に伴う

輸出急落で 2009年は-1.7%と大幅に下落した。2010年は内需の回復及び好調な中国経済に牽

引されて通年では 7.2%まで回復した。外需低迷により 2010年後半から成長は減速傾向にあ
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るが、2011年は投資と国内消費に支えられ、5.1%を維持した。その後も 5%前後で推移し、IMF

の統計によれば 2015年は 4.97％であった。2015年の名目 GDPは 11,571億リンギット。一人

当たり GDPは 9,563米ドル。名目 GDP構成比は製造業 22.8%、商業・飲食・ホテル 18.5%、

金融・保険・不動産・事業サービス 10.9%、鉱業 9.0%、農林水産業 8.5%などとなっている。

就業人口構成比はサービス業 58.7%、製造業・建設業 25.7％、農林水産業 12.4%である。失業

率は 2015年に 3.1%と低水準である。消費者物価上昇率は 2.1%となっている（(公財)国際金

融情報センター調査による）。 

 

1-2 無償資金協力の背景・経緯及び概要 

 

「マ」国は、年間 9 万隻以上の船舶が航行するマラッカ・シンガポール海峡等の国際航路

を有している。近年海難事故、海上犯罪(密漁、密輸、海賊、密入国等)や難民の漂流等が増加

しているが、マレーシア海上法令執行庁（Malaysia Maritime Enforcement Agency 以下、

「MMEA」という。）は、操船等において高度な実務能力が備わっていないため、かかる問

題への対応が追い付いていない。  

MMEA は 2013年に海上保安訓練センターとしてスルタン・アフマッド・シャー海上保安

アカデミー（Academy Maritime Sultan Ahmad Shah 以下「AMSAS」という）を設立したが、

海上保安人材の育成や技量向上のための訓練に使用される操船シミュレーターや海事教育訓

練機材を保有していないため、十分な訓練が実施できない状況である。 

係る状況の中、マレーシア国政府は、我が国政府に操船シミュレーターおよび海事教育訓

練機材等の調達に関する無償資金協力「スルタン・アフマッド・シャー海上保安アカデミー

訓練機材整備計画」（以下、「本事業」という。）の要請を行った。本事業によって操船シ

ミュレーターや海技教育訓練機材を調達することにより、様々な状況（実際の操船訓練では

実施できない危険な状況を含む）を想定したシミュレーション訓練や、操船状況の記録・再

現を通じた課題や問題点の把握が可能となり、海上保安人材の教育と訓練の内容と質の向上

が期待されている。 

 

我が国の「対マレーシア国別援助方針」（2012年 4月）では協力重点分野「東アジア地域

共通課題への対応」が柱として位置づけられており、また、「対マレーシア JICA国別分析ペ

ーパー」（2014年 3 月）では海上治安の維持等 ASEAN 域内共通課題への取り組みを推進す

るとしている。本事業はこれらの方針・分析に合致する。日 ASEAN首脳会議（2014年 11月）

においても「テロ及び国境を超える犯罪と闘う協力のための共同宣言」の中で、海賊及び海

上武装強盗行為と闘うための協力を強化するとされた。我が国はこれまで MMEA に対し技術

協力支援によって海上法令執行や捜索救助を中心に能力強化を図り、日・マレーシア首脳会
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談（2015年 5月）においても、MMEA の能力構築のための協力を継続していく意向があると

発表しており、本事業はこれら域内・二国間の協力方針に合致する。 

 

    本件計画は、「マ」国より要請のあった訓練機材について現地調査及び国内解析を行い日

本国において妥当性を判断した上で、以下の訓練機材を「マ」国に無償整備するというもの

である。 

① 操船シミュレーター（2船橋タイプ）及びブリーフィング室、インストラクター室等 

② 捜索救助指揮シミュレーター（机上訓練室及び機材） 

③ 機関運転シミュレーター（模擬機関制御室） 

④ 発電機及び位相同期訓練シミュレーター 

⑤ 通信訓練機材 

 

これらの機材の調達に関しては、日本での競争性、海外製品との価格差、海外製品との維持

管理の差、日本企業の産地等について検討したうえで原則日本にて行うこととした。日本で

各機材を製造した後、「マ」国へ輸送され、サイトへ到着した後、据え付け工事を行い設置

する。 
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1-3 我が国の援助動向 

 

我が国の技術協力・有償・無償資金協力については表表表表 1111----7777 のとおり。 

 

表 1-7 我が国の技術協力・有償・無償資金協力 

協力内容 実施年度 案件名/その他 概 要 

無償資金協力 2009 年 E/N 締

結 

海上警備強化機材整備計

画 

専門家派遣や国別研修を通じ

て、MMEA の運用体制、人材育成

に係る助言・指導を行うもの。 

技術協力プロ

ジェクト 

2009 年 6 月～

2013 年 7月 

海上保安能力向上プロジ

ェクト 

専門家を派遣し、MMEA の組織設

立及び運用体制、人材育成に係

る助言・指導を行ったもの。 

技術協力プロ

ジェクト 

2013 年 7 月～

2017 年 3 月終

了予定 

海上保安実務能力及び教

育訓練制度向上プロジェ

クト 

MMEA において警備機材、小型高

速艇、夜間暗視装置の整備を支

援したもの。 

 

1-4 他ドナーの援助動向 

 

他ドナーの援助動向については表表表表 1111----8888 のとおり。 

 

表 1-8 他ドナーの援助 

概 要 国 名 

制圧技術等への協力 米国 

人身売買・密輸入対策のセミナーの開催支援 豪州 

航空機運用等の技術的支援 仏国 

海難事故調査等の技術支援 カナダ 

海難事故調査に関する技術的支援 米国 

国際犯罪調査に関する技術的支援 米国 

国境警備に関するセミナーの支援 米国 
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第２章 プロジェクトを取り巻く状況 

 

2-1 プロジェクトの実施体制 

 

2-1-1 組織・人員 

 

 AMSAS の教官の人数、レベル、人材育成計画について、教官の人数、レベルについては氏

名、経歴等を調査したところ、教官の人数は、操船については 3名、機関については 1名であ

り、各教官とも 7年以上の乗船経験を有する者である。レベルに差はあるものの経験豊富な教

官が他を指導する形で能力の向上に努めている。 

 人材育成計画については、書面等でまとめたものはないが、先に述べたように経験豊富な教

官が他を指導する形で能力の向上に努めている。 

 また、MMEA の総職員数は 2015年末の段階で 4,462人、そのうち AMSAS 職員は 90 人で

MMEA 総職員に占める割合は、約 2％である。MMEA 組織図は図図図図 2222----1111 のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 MMEA 組織図 
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図 2-2 AMSAS 組織図 

 

 AMSAS内での各機材に関する担当者は表表表表 2222----1111 のとおり。 

 

表 2-1 AMSAS の各機材担当者 
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2-1-2 財政・予算 

 

 MMEA の全体予算について、表表表表 2222----2222 のとおりとなっている。年間日本円で 100億程の予算規

模となっている。 

 

表 2-2 MMEA の総予算額 

 2013年 2014年 2015年 

MYR（リンギット） 450.4百万 392.9百万 401.5百万 

円（1 MYR＝25.2697 円） 11,381百万 9,928百万 10,146百万 

 

MMEA から AMSASに配分された予算について、過去 3年間の確定値について一覧表にする

と表表表表 2222----3333 のとおり。2013年～2015年にかけて維持管理費は増加傾向が見てとれるが、教育訓

練費は減少傾向にあり、MMEA に留意するよう注意喚起を行った。また、「マ」国では、維持

管理費に関する閣議を開催し必要な金額を政府として合意する予定となっている。 

 

表 2-3 AMSAS に配算される予算内訳 

 2013年 2014年 2015年 

物品調達費 453,852.20MYR 

(11,468,709円) 

1,190,123.00 MYR 

(30,074,051円) 

468,203.65 MYR 

(11,831,366円) 

維持管理費 770,500.00MYR 

(19,470,304円) 

918,219.04 MYR 

(23,203,120円) 

1,634,617.00 MYR 

(41,306,281円) 

教育訓練 2,971,200.00MYR 

(75,081333円) 

2,716,497.84 MYR 

(68,645,085円) 

1,880,843.00 MYR 

(47,528,338円) 

その他 2,335,841.00MYR 

(59,026,001円) 

2,473,736.18 MYR 

(62,510,571円) 

2,220,330 MYR 

(56,107,073円) 

合 計 6,531,393.20 MYR 

(165,046,342円) 

7,298,576.06 MYR 

(184,432,827円) 

6,203,993.65 MYR 

(156,773,058円) 

MMEA 全体予算に

占める AMSAS合

計額の割合 

 

1.45%- 

 

1.86% 

 

1.55% 

（注）1 MYR＝25.2697 円で計算。 
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2-1-3 技術水準 

    

(1) 運転管理 

1) 操船シミュレーター 

 操船シミュレーターの運用に必要なインストラクター及びオペレーターについては、

AMSAS 職員に所定の訓練を受けさせ、各 3 名を養成する計画であり、操船シミュレー

ターの運用について十分な体制となる。 

 

2) 捜索救助指揮シミュレーター（机上訓練室及び機材） 

 AMSASは、SAR研修コースのうち SAR Mission Coordinator Courseの訓練生を MAvA

に送り、Search and Rescue Coordinator Simulatorを使った訓練を受けさせている。AMSAS

担当者は、MAvA での訓練を通じて SAR 訓練シミュレーターの運用を十分に理解して

おり、日本から機材を供与した場合でも、その運用、管理に問題はない。 

 

3) 機関運転シミュレーター（模擬機関制御室）及び発電機及び位相同期訓練シミュレータ

ー 

 両シミュレーターの運用に必要なインストラクターおよびオペレーターについては、

AMSAS 職員に所定の訓練を受けさせる事が大切であるが、AMSAS は供与される全シ

ミュレーター用に 10 名の追加人員を配備する予定。各シミュレーター、インストラク

ター、オペレーター等の具体的な割振りは今後決定される。 

 

4) 通信訓練機材 

 AMSAS では、現在 2 台の無線通信機を使用した訓練を行っている。今回の要請は、

その規模を拡大し、より多くの訓練生に訓練を受けさせるようにするものである。訓練

内容が既に確立していることから、日本から機材を供与した場合でも、その運用、管理

に問題はない。 

 

(2) 維持管理 

1) 操船シミュレーター 

 操船シミュレーターの維持管理要員については、AMSAS 職員に所定の訓練を受けさ

せ、3 名（運転管理要員と兼務の可能性あり。）を養成する計画である。なお、効率的、

効果的な維持管理に向けた中長期の維持管理計画の策定を仕様に含める必要がある。維

持管理要員の研修及び維持管理計画の策定については機材設置後の各種指導において

実施することとする。 

 

2) 捜索救助指揮シミュレーター（机上訓練室及び機材） 
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 通常の運営経費は、通信機器、情報表示盤、PC等の運用に必要な電気代程度である。

機器の更新についても、通常業務で使用している無線機、PC と大差はない。また、電

子海図を使用することで、そのソフトの更新が必要となるが、巡視船艇で既に使用して

おり、問題となるものではない。 

 

3) 機関運転シミュレーター（模擬機関制御室）発電機及び位相同期訓練シミュレーター 

両シミュレーターの運用に必要なインストラクターおよびオペレーターについては、

AMSAS 職員に所定の訓練を受けさせる事が大切であるが、AMSAS は供与される全シ

ミュレーター用に 10 名の追加人員を配備する予定。このうち、オペレーターが維持管

理要員を兼務することとなる。 

 

4) 通信訓練機材 

AMSAS では、現在 2 台の無線通信機を使用した訓練を行っている。今回の要請は、

その規模を拡大し、より多くの訓練生に訓練を受けさせるようにするものである。既に

維持管理を実施している実績があることから、日本から機材を供与した場合でも、その

維持管理に問題はない。 
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2-1-4 既存の施設・機材 

 

 既存の施設としては、各訓練機材の設置場所として部屋が確保されている。また、無線訓

練機材については、1 セットのみ旧式であるが既存のものがある（新型の機材導入後は移設

等を行う。）。各部屋については表表表表 2222----4444 及び図図図図 2222----3333～～～～図図図図 2222----6666 を参照。また、現有無線通信機材

については図図図図 2222----7777 参照。 

 

表 2-4 機材設置場所 

番号 機材名 主要寸法等 

1 操船シミュレーター（2船橋タイプ）

及びブリーフィング室、インストラク

ター室等 

長さ：36,000mm 

幅：8,000mm 

天井高：3,400mm 

面積：288平米 

設置階：中央右棟、日本式の 2階 

2 捜索救助指揮シミュレーター（机上訓

練室及び機材） 

 

長さ：18,000mm 

幅：8,000mm 

天井高：3,000mm 

面積：138平米（居室内の一部の使

用できない部分を除いた値） 

設置階：日本式の 2階 

3 機関運転シミュレーター及び発電機及

び位相同期訓練シミュレーター 

長さ：13,500mm 

幅：11,000mm 

天井高：3,100mm 

面積：133.5平米（居室内の一部の

使用できない部分を除いた値） 

設置階：日本式の１階 

4 通信訓練機材 長さ：18,000mm 

幅：8,000mm 

高さ：3,000mm 

面積：124平米（居室内の一部の使

用できない部分を除いた値） 

設置階：日本式の 2階 
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図 2-3 操船シミュレーター室 

（日本式 2 階） 

図 2-4 捜索救助指揮シミュレーター室 

（日本式 2 階） 
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図 2-5 機関運転シミュレーター及び発電機

及び位相同期訓練シミュレーター室 

（日本式 1 階） 

図 2-6 通信訓練機材室 

（日本式 2 階） 
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図 2-7 現行の通信訓練機材 
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2-2 プロジェクトサイトおよび周辺の状況 

 

2-2-1 関係インフラの整備状況 

 

2-2-1-1 設置場所 

 

(1) 操船シミュレーター 

 同シミュレーターを設置する部屋は、現在、一部雨漏りがある。この雨漏りについては今年

度予算要求をして、来年度（2017年）には修理を行う予定である。 

 同シミュレーターを設置する部屋を含む建物の担当会社は次のとおり。 

 

（構造物） 

Name: KTA (SARAWAKU) Sdn. Bhd. 

Contact person: Ir. Loh Leh Goh 

Contact adress: Lot 860-3, Section 64, Jalan Simpang Tiga, 93350 Kuching, Sarawak 

Tel 082-421-133 

or 

No. 33A, Jalan SS 24/8, Taman Megah, 47301 Petaling Jaya, Selangor Darul Ensan 

Tel 03-7804793, E-mail katas@po.jaring.my 

 

（機械・電気） 

Nama: KUASA TENGA Sdn Bhd 

Contact person:  

Ir. Mazuni Abd Rahman (Mech.) 

Ir. Shamsul Muhardzi Shaharom (Erec.) 

Contact adress: No. 20, Jalan 4/62A, Bandar Manjalara, Kepong, 5220 Kuala Lumpur 

Tel 03-6273-6178, E-mail jpk@jpk.com.my 

 

 必要な電力は、35KWであるが、詳細調査の結果、必要な電力量（153A）を確保できていな

い。現在は 120Aであるため来年度（2017年）に配電盤の改修工事を行い、必要な電力等につ

いて AMSASが準備する予定となっている。 

 

同シミュレーターは、合計で 300kgほどあるが、床はコンクリート製で 150㎜あり、固定用

のアンカー打ち込みについて問題はなく床強度も十分である。 
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 アースはあるものの、過電流を防止する設備は付属していない。空調装置は冷の広さに見合

う 5,300cfmを確保している。 

 

 コンセントのプラグタイプは BF型。照明は十分に確保されている。 

 

 操船シミュレーターを設置する場所は、日本式の 2階（現地での First Floor）に位置している。

輸送の際に関係する各入口等の寸法は表表表表 2222----5555 のとおり。 

 

表 2-5 操船シミュレーターの輸送に関係する各入口等の寸法 

項 目 寸 法 

Grand Floor Entrance (地上階入口) 幅 1,530mm、高さ 2,140mm （2 か所同一

寸法） 

Staircase （階段室） 直線部分 高さ約 5,000mm、幅 1.150㎜ 

踊り場部分 高さ約 5,000mm、幅 1,230㎜ 

Corridor (廊下) 高さ 3,000mm、幅 1,520mm 

Window (窓) 高さ 450㎜、幅 1,100㎜（極めて小） 

 

(2) 捜索救助指揮シミュレーター（机上訓練室及び機材） 

同シミュレーターを設置する部屋は、現在、一部雨漏りがある。この雨漏りについては今年

度予算要求をして、来年度（2017年）には修理を行う予定である。 

同シミュレーターを設置する部屋を含む建物の担当会社は次のとおり。 

 

（構造物） 

Name: KUMPULAN JURUTERA PERUNDUNG 

Contact person: Ir. Ahmad Sharifundin 

Contact adress: 239-A-C, Jalan Bandar 13, Melawati  Metro, Ulu Klang, 53100 Kuala Lumpur 

Tel 03-4007-1785, E-mail  perundingkjp@yahoo.com 

 

（機械・電気） 

Name: MAJU INTEGRATED CONSULTANT 

Contact person: En. Mohd Fahmi Bin Sabri 

Contact adress: No.15-B, Area 2, Jalan SG 3/15, Pusat Bandar Sari Gombak, 68100 Batu Caves, 

Salangor Durul Ehaan 

Tel 03-6186-6080, E-mail majuintegrated@gmail.com 
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先方より配線が床上で複雑になるため、OA フロアとしてほしい旨要望があった。 

 

同シミュレーターのサーバー及びラックは合計で約300kgあるが、床はコンクリート製で150

㎜あり、固定用のアンカー打ち込みについて問題はなく床強度も十分である。 

 

天井から大型ディスプレイ（60kg）を吊り下げる予定であるが、天井は、Mineral Fiber Board

であり、強度が不十分。そのため、取り付けには天井の板を外して、中の躯体から吊り下げる

方法が適切となる（無償の範囲内で日本側が実施。）。 

 

 必要電力は、50A である。現時点で自由に使用できる電力は、60A であるが、この 60A で、

捜索救助指揮シミュレーター（50A）、機関運転シミュレーター及び発電機及び位相同期訓練シ

ミュレーター（22A）及び通信訓練機材（50A）の 4 機材（122A）を賄うことはできず、130A

～150Aが必要であるため、AMSASにおいて来年度（2017年）に配電盤の改修工事を行い、必

要な電力等について AMSASが準備する予定となっている。 

 

 供給電源は、電圧 230V（+10%～-6%)、3相交流、50Hz（+1％～-1%）である。 

  

捜索救助指揮シミュレーターを設置する場所は、日本式の 2階（現地での First Floor）に位置

している。輸送の際に関係する各入口等の寸法は表表表表 2222----6666 のとおり。 

 

表 2-6 捜索救助指揮シミュレーターの輸送に関係する各入口等の寸法 

項 目 寸 法 

Grand Floor Entrance (地上階入口) 幅 1,560mm、高さ 2,040mm （2 か所同一

寸法） 

Staircase （階段室） 直線部分 高さ約 5,000mm、幅 1.300㎜ 

踊り場部分 高さ約 5,000mm、幅 1,300㎜ 

Corridor (廊下) 高さ 3,100mm、幅 2,800mm 

Window (窓) 高さ 450㎜、幅 1,100㎜（極めて小） 

 

(3) 機関運転シミュレーター（模擬機関制御室）（ERS）、発電機及び位相同期シミュレーター

（SBS）、通信訓練機材 

 これらの機材を設置する場所は前記の捜索救助指揮シミュレーターと同じ建物内になる。異

なる点として、機関運転シミュレーター（模擬機関制御室）（ERS）、発電機及び位相同期シミ

ュレーター（SBS）は地上階にあり、機材の搬入は部屋の側面にある大型の開口部（通常はシ
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ャッターが閉まっている。）から行うことが可能、開口部の寸法は、高さ 3,400mm、幅 2,530mm

となっている。 

 無線訓練機材の設置場所は、前記の捜索救助指揮シミュレーターの隣の部屋となっている。 

 

2-2-2 自然条件 

 

 マレーシア国（以下、「マ」国）はマレー半島南部（国土の 4割）とボルネオ島北部（同 6

割）を領土とする。マレー半島でタイと、ボルネオ島でインドネシア、ブルネイと接する。領

海はシンガポール、フィリピン、ベトナムと接する。一般的には、マレー半島の部分が、「半島

マレーシア（地区）」、ボルネオ島部分が、「東マレーシア（地区）」と呼ばれる。マレー半島部

分は南北 740km、東西 320kmで。ティティワンサ山脈が走る。総面積は、329,847km2、で我が

国の約 0.87倍、総人口は約 3,099万人（2015年、統計局調査）。 

 「マ」国は地理的には、東西を結ぶ海上交通の要衝の地であり、マラッカ海峡を経由して中

東地域を結ぶ我が国にとっても重要なシーレーン上に位置している。 

 気候は熱帯気候であるが、海に囲まれているため気温は熱帯気候の中では比較的高くなく年

間の日中平均気温は 27～33度で安定している。湿度は 1年を通じて高い（70～90％）。4月か

ら 10月の南西モンスーンと 11月から 3月の北東モンスーンの影響で年間降水量は 2,500mmに

達する。 

 

2-2-3 環境社会配慮    

 

本事業を「国際協力機構 環境社会配慮ガイドライン（2010年 4 月公布）」に基づいて検

討したところ、大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、廃棄物、騒音・振動などに関する環境への

望ましくない影響は最小限であると判断されるため、同ガイドライン上のカテゴリーC に該

当する。 
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第３章 プロジェクトの内容 

 

3-1 プロジェクトの概要 

 

3-1-1 上位目標とプロジェクト目標 

 

 「マ」国は、年間 9 万隻以上の船舶が航行するマラッカ・シンガポール海峡等の国際航

路を有している。近年海難事故、海上犯罪(密漁、密輸、海賊、密入国等)や難民の漂流等が増

加しているが、マレーシア海上法令執行庁（Malaysia Maritime Enforcement Agency 以下、

「MMEA」という。）は、操船等において高度な実務能力が備わっていないため、かかる問

題への対応が追い付いていない。  

MMEA は 2013年に海上保安訓練センターとしてスルタン・アフマッド・シャー海上保安

アカデミー（Academy Maritime Sultan Ahmad Shah 以下、「AMSAS」という。）を設立した

が、海上保安人材の育成や技量向上のための訓練に使用される操船シミュレーターや海事教

育訓練機材を保有していないため、十分な訓練が実施できない状況である。 

係る状況の中、マレーシア国政府は、我が国政府に操船シミュレーターおよび海事教育訓

練機材等の調達に関する無償資金協力「スルタン・アフマッド・シャー海上保安アカデミー

訓練機材整備計画」（以下、「本事業」という。）の要請を行った。本事業によって操船シ

ミュレーターや海技教育訓練機材を調達することにより、様々な状況（実際の操船訓練では

実施できない危険な状況を含む）を想定したシミュレーション訓練や、操船状況の記録・再

現を通じた課題や問題点の把握が可能となり、海上保安人材の教育と訓練の内容と質の向上

が期待されている。 

 

我が国の「対マレーシア国別援助方針」（2012年 4月）では協力重点分野「東アジア地域

共通課題への対応」が柱として位置づけられており、また、「対マレーシア JICA国別分析ペ

ーパー」（2014年 3 月）では海上治安の維持等 ASEAN 域内共通課題への取り組みを推進す

るとしている。本事業はこれらの方針・分析に合致する。日 ASEAN首脳会議（2014年 11月）

においても「テロ及び国境を超える犯罪と闘う協力のための共同宣言」の中で、海賊及び海

上武装強盗行為と闘うための協力を強化するとされた。我が国はこれまで MMEA に対し技術

協力支援によって海上法令執行や捜索救助を中心に能力強化を図り、日・マレーシア首脳会

談（2015年 5月）においても、MMEA の能力構築のための協力を継続していく意向があると

発表しており、本事業はこれら域内・二国間の協力方針に合致する。 
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3-1-2 プロジェクトの概要 

 

    本件計画は、「マ」国より要請のあった訓練機材について現地調査及び国内解析を行い日

本国において妥当性を判断した上で、以下の訓練機材を「マ」国に無償整備するというもの

である。 

① 操船シミュレーター（2船橋タイプ）及びブリーフィング室、インストラクター室等 

② 捜索救助指揮シミュレーター（机上訓練室及び機材） 

③ 機関運転シミュレーター（模擬機関制御室） 

④ 発電機及び位相同期訓練シミュレーター 

⑤ 通信訓練機材 

 

これらの機材の調達に関しては、日本での競争性、海外製品との価格差、海外製品との維持

管理の差、日本企業の産地等について検討したうえで原則日本にて行うこととした。日本で

各機材を製造した後、「マ」国へ輸送され、サイトへ到着した後、据え付け工事を行い設置

する。 
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3-2 協力対象事業の概略設計 

 

3-2-1 設計方針 

 

3-2-1-1 機材選定の基本方針 

 

(1)操船シミュレーター 

 「マ」国要請仕様に基づいて、AMSAS と協議し、操船シミュレーター仕様の骨格を取りま

とめた。 

 

① システムの概要 

操船シミュレーターは、船舶のブリッジ（船橋）を模擬したもので、陸上において船

舶の操船を訓練できる。今回採用予定の操船シミュレーターは、2 船橋タイプと呼ばれ、

比較的大型のシミュレーターを主船橋、小型のものを第 2 船橋と呼称している。いずれ

も専用の部屋に収められている。2 船橋タイプの操船シミュレーターでは一方が MMEA

所属船艇を模擬し、もう一方が一般商船（救助対象船等）を模擬できるため、海上では

危険で訓練できないような場面も作り出して捜索救助や犯罪の取り締まりなどに必要な

操船技術を習得することができる。 

操船シミュレーターの型式は、2船橋型操船シミュレーターとし、DNV 規格 Class A

またはこれと同等仕様のフルミッション操船シミュレーターとすることとした。また、

AMSASは、STCW条約に基づく国内航海に従事する 500総トン以下の船舶の海技士教育

の一部を行うことについて「マ」国海事局（Maritime Department）による認証を受けてい

ることから、STCW条約 2010年改正の要件をも満足する仕様とすることとした。 

視界再現装置については、設置後の維持管理経費を極力低額に抑えたいとの AMSAS

の強い要望により、主船橋、第 2船橋とも LCD を採用することとした。 

操船シミュレーターの構成機器のうち、RADAR/ARPA及び ECDISについては、当該

シミュレーターがこれら機器の操作経験のない新人教育に使用されること、協議の場で

新たに要請のあった RADAR/ARPAシミュレーター及び ECDISシミュレーターで行う一

部訓練を実施可能とする等を考慮して主船橋には RADAR/ARPA実機 2台及び ECDIS実

機 1台を、第 2船橋には RADAR/ARPA及び ECDISの実機各 1台をそれぞれ装備するこ

ととした。 

訓練海域データベース、船型データについては、以下の表表表表 3333----1111～～～～表表表表 3333----3333 にて合意した。 

  

訓練海域データベースについては、3海域を確定した（表表表表 3333----1111）。 
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表 3-1 訓練海域データベース 

訓練海域 3海域（Port Klang、Lumut port、Labuan port） 

 

自船モデルについては、MMEA 船艇 3隻、一般商船 5隻を確定した（表表表表 3333----2222）。 

 

表 3-2 自船モデル 

自船モデル 備考 

MMEA 船艇 

Pekan class 

Marlin class 

Jarak class (NGPC) 

一般商船 

VLCC 260,000 DWT クラス、満載 

コンテナ船 2,100 TEU クラス、満載 

Bulker 37,000 DWTクラス、満載 

LNG 125k m3 クラス、満載 

調査船 9,000 GT クラス、満載 

 

他船モデルについては、一般商船、漁船、軍艦、旅客船等 20種類を確定した（表表表表 3333----3333）。 

 

表 3-3 他船モデル 

船種 備考 

タグボート 全長 25m クラス, 満載 

タンカー 10,000 DWTクラス, 満載 

RORO 船 10,000 G/T クラス, 満載 

作業船 30m クラス, 半載 

コンテナ船 10,000 TEU クラス, 満載 

貨物船 499 G/T クラス, 満載 

Bulk carrier 90,000 DWT クラス, 半載 

Bulker  40,000DWT クラス,バラスト 

旅客船 29,000 G/T クラス, 満載 

軍艦 全長 50m クラス 

軍艦 全長 160m クラス 

フェリー 10,000 G/T クラス, 半載 

プレジャーボート 320 G/T クラス 

PCC 6,000 Unit クラス, 半載 

漁船 全長 30m クラス, 満載 
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パイロットボート 全長 16m クラス 

ジェットフォイル 全長 30m クラス 

ボート 全長 20m クラス 

艀 全長 45m クラス 

ヨット 全長 10m クラス 

 

②システムの構成 

・ 主船橋（第 1船橋）は、次の機器で構成する 

 視界再現装置（LCD240度）、航海コンソール、VHF/ DSC（実機）、リピータ

ーコンパス、ステアリングスタンド（実機）、RADAR/ARPA（実機）、ECDIS（実

機）、双眼鏡、頭上計器、海図台、モニターカメラ、船内放送システム 

・ 第 2船橋は、次の機器で構成する 

 視界再現装置（LCD225度）、航海コンソール、VHF/ DSC（実機）、RADAR/ARPA

（実機）、ECDIS（実機）、双眼鏡、頭上計器、海図台、モニターカメラ、船内

放送システム 

・ インストラクター室は、次の機器で構成する 

 主船橋のモニターシステム、第 2 船橋のモニターシステム、VHF/DSC、CCTV

モニターシステム、船内放送システム、インターホン、シナリオ編集用 PC、プリ

ンター 

・ ブリーフィング室は、次の機器で構成する 

 プロジェクター、スクリーン 

・ サーバ室は、次の機器で構成する 

 サーバ、UPS 

 

(2)捜索救助指揮シミュレーター（机上訓練室及び機材） 

捜索救助指揮シミュレーターは、海難等が発生した場合に MMEA が通報を受け、その後どの

ように救助活動を行うか演習することができる装置である。沿岸近くで発生するような捜索

救助では、陸上の消防、警察などとの連携が必要となってくる。このような複雑な場面をも

シミュレーターで模擬しておくことによって事案の発生時に適切な対応を取ることができる。

使用する機材は、PCと大型ディスプレイであり、様々なシナリオがソフトとして用意される。 

 捜索救助指揮シミュレーターについては、「マ」国より、仕様について情報が事前に提供

されていなかったことから、AMSASと協議し、仕様の骨格を取りまとめた。 

 

①システムの概要 
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・ 7名のインストラクターからなるコントローラーチームは、通信機器を使い、遭難

情報等様々な情報、状況を研修生に与える。 

・ 6名のオペレーター及び 1名のシニアオペレーターにより構成される訓練生は、通

信機器、海図、電子海図等を使用し、コントローラーから送られた情報に基づき、

情報収集、SAR計画の策定、捜索救助海域の決定、SAR勢力の決定、命令等の活

動を実施する。 

・ 捜索救助海域などの情報は、訓練生の PC上で示されると同時に、前面の表示盤上

でも示される。 

・ コントローラー室のインストラクターは、訓練室と同じ情報を、同室の表示盤で

見ることが出来る。 

・ 各室１基整備する予定であったホワイトボードを各室２基とする。 

・ スキャナー機能の付いたコピー機をオペレータールームに設置する。 

・ コントローラールームとオペレータールームを仕切る壁を設置する。 

・ 両室とも free access floor (raised floor)を設置する 

 

②システムの構成 

・ 本システムは、コントローラールームとオペレータールームにより構成され、両

室は壁で仕切られる。 

・ コントローラールームでは、7名のコントローラーが研修を進行する。オペレータ

ールームでは、1名のシニアオペレーターと 6名のオペレーターが研修を受けるよ

うになっている。 

・ コントローラールームに設置される主な機器は、次のとおりである。 

Desktop PC×7、IP telephone×7、 Large LCD monitor×1、Audio equipment×1、VHF 

radiotelephone×1、 Printer×1、Desk & Chair×7、Chart table×1、White Board×2 

・ オペレータールームに設置される主な機器は、次のとおりである。 

Desktop PC×7、IP telephone×7、 Large LCD monitor×1、Web camera Electronic chat 

equipment×1、VHF radiotelephone×1、 Printer with scanner×1、Desk & Chair×7、Chart 

table×1、White Board×2 

 

(3)機関運転シミュレーター（模擬機関制御室） 

機関運転シミュレーターは、船舶の主機関に近接した場所にある機関制御室を模擬したシ

ミュレーターであり、船舶の主機関、発電機、配電盤、油圧ポンプといった船内主要機器の

制御及び監視について模擬することができる。これを用いて各種機関の始動、運転、停止、

非常時の際の対応などについて訓練することができる。 
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機関運転シミュレーターについては、「マ」国より、仕様について情報が事前に提供され

ていなかったことから、AMSASと協議し、仕様の骨格を取りまとめた。 

 

① システムの概要 

・ コンピューターベースの LCD モニター（タッチパネル型）を基本とする。 

・ 操作対象は機関制御室と機関室を想定する。 

・ 将来の拡張性（システムの入れ替えや多船モデルへの対応）を考慮し、コンピュ

ータベースシミュレーターを基本とする。 

・ モデル船は①100m型巡視船及び②大型コンテナ船とする。 

・ 主配電盤には、ディーゼル発電機、ターボ発電機、軸発電機を表示できるように

する。 

・ 非常用発電機を表示できるようにする。 

・ 拡張型警報装置パネルを表示できるようにする。 

 

② システムの構成 

・ エンジンルームコントロールコンソール、主配電盤、警報装置パネル、エンジン

ルームシステム、インストラクターシステム、ビデオ・サウンドレコーディング

システム、通信システム 

 

(4) 発電機及び位相同期訓練シミュレーター 

発電機及び位相同期訓練シミュレーターは、船舶の配電盤（室）を模擬したシミュレータ

ーであり、船舶の発電機、配電盤といった船内給電設備等の制御及び監視について模擬する

ことができる。これを用いて発電機の始動、運転、停止、位相同期作業、非常時の際の対応

などについて訓練することができる。 

発電機及び位相同期訓練シミュレーターについては、「マ」国より、仕様について情報が

事前に提供されていなかったことから、AMSASと協議し、仕様の骨格を取りまとめた。 

 

① システムの概要 

・ 機関運転シミュレーター室内に設置することを基本とする。 

・ 位相同期訓練を行うためのスィッチボードシミュレーターとする。発電機（実機）

はコンポーネントには含めない。 

・ コンピューターベース（タッチパネル）は、パネルの損耗が激しいことから実際

の機器を模したスイッチボード型とする。 
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② システムの構成 

・ 発電機盤、給電盤、インストラクター操作盤、非常用配電盤 

 

(5)通信訓練機材 

通信訓練機材は、無線通信機器（VHF）を模擬したもので、その操作方法等について訓練す

ることができる。 

通信訓練機材については、「マ」国より、仕様について情報が事前に提供されていなかっ

たことから、AMSASと協議し、仕様の骨格を取りまとめた。 

 

① システムの概要 

・ 本システムは、１基のインストラクター卓と 25基の研修生卓からなり、それぞれ

に設置された無線機は、疑似空中線機網を介して実環境に近い形で通信訓練を行

う。 

・ 通信訓練の状況は、多チャンネル録音装置により録音され、研修内容の検証に利

用される。 

・ 訓練は、VHF（DSC機能付き）無線機を使用して行われる。 

・ 訓練用の機器は、インストラクター用マスターコンソールと、26 個のヘッドセッ

ト付の無線電話機により構成される。 

・ すべての訓練生は、それぞれパーテーションで区切られた机で訓練を受ける。 

・ マスターコンソールには、訓練をコントロールするスウィッチボタンが付けられ

ている。 

・ 無線通信訓練は、インストラクターと訓練生間、及び訓練生グループ間で実施さ

れる。 

 

② システムの構成 

・ VHF Radiotelephone with headset×26、Recorder（8channel)×4、Dummy Antenna 

Circuit×1、Audio equipment×1、Desk and Chair×26、Partition Panel×25 
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3-2-1-2 運転管理に対する対応方針  

 

(1)操船シミュレーター 

 操船シミュレーターの運用に必要なインストラクター及オペレーターについては、AMSAS

職員に所定の訓練を受けさせ、各 3名を養成する。 

 

(2)捜索救助指揮シミュレーター（机上訓練室及び機材） 

 AMSASは、SAR研修コースのうち SAR Mission Coordinator Courseの訓練生を MAvA に送

り、Search and Rescue Coordinator Simulatorを使った訓練を受けさせている。AMSAS担当者

は、MAvA での訓練を通じて SAR訓練シミュレーターの運用を十分に理解しており、日本か

ら機材を整備した場合でも、その運用、管理に問題はない。 

 

(3)機関運転シミュレーター（模擬機関制御室）及び発電機及び位相同期訓練シミュレーター 

 両シミュレーターの運用に必要なインストラクターおよびオペレーターについては、

AMSAS職員に所定の訓練を受けさせる事が大切であり、AMSASは整備される全シミュレー

ター用に 10名の追加人員を配備する予定。各シミュレーター、インストラクター、オペレー

ター等の具体的な割振りは不明である。 

 

(4)通信訓練機材 

 AMSASでは、現在 2台の無線通信機を使用した訓練を行っている。今回の要請は、その規

模を拡大し、より多くの訓練生に訓練を受けさせるようにするものである。訓練内容が既に

確立していることから、日本から機材を整備した場合でも、その運用、管理に問題はない。 

 

3-2-1-3 維持管理に対する対応方針 

 

(1)操船シミュレーター 

 操船シミュレーターの維持管理要員については、AMSAS職員に所定の訓練を受けさせ、3

名を養成する。 

 

(2)捜索救助指揮シミュレーター（机上訓練室及び機材） 

 通常の運営経費は、通信機器、情報表示盤、PC等の運用に必要な電気代程度である。機器

の更新についても、通常業務で使用している無線機、PCと大差はない。また、電子海図を使

用することで、そのソフトの更新が必要となるが、巡視船艇で既に使用しており、問題とな
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るものではない。AMSASとの面談においても、維持管理費用に関する懸念については、言及

されなかった。 

 

(3)機関運転シミュレーター（模擬機関制御室）発電機及び位相同期訓練シミュレーター 

 両シミュレーターの運用に必要なインストラクターおよびオペレーターについては、

AMSAS職員に所定の訓練を受けさせる事が大切であり、AMSASは整備される全シミュレー

ター用に 10名の追加人員を配備する予定。各シミュレーター、インストラクター、オペレー

ター等の具体的な割振りは不明である。 

 

(4)通信訓練機材 

 通常の運営経費は、機器の運用に必要な電気代である。AMSASでは、無線通信機を使用し

た訓練を既に実施しており、機器の修理、更新などに関することは理解している。AMSAS

との面談において、一時 PCを使用した訓練機器について言及されたが、ソフト更新費用を理

由に取り下げたことから、維持管理費用を認識した上で、現在の機材を要請している。 

 

3-2-1-4 機材のグレードの設定にかかる方針 

 

 AMSAS では将来的にアジア地域の中核的教育訓練機関となる目標を掲げていることから、

他のマレーシア国内の他の教育機関が保有している訓練機材と同等若しくはグレードの高い

ものを有する必要がある。このため、特に操船シミュレーター及び機関運転シミュレーター

については、既存の施設も多いことから十分に周辺状況を調査し、保守維持費を抑制しつつ

グレードの高い機種を選定した。 
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3-2-2 基本計画 

 

3-2-2-1 機材の仕様 

 

 本機材導入の目的は、操船シミュレーターをはじめとする海技教育訓練機材を調達するこ

とにより、様々な状況（実際の操船訓練では実施できない危険な状況を含む）を想定したシ

ミュレーション訓練や、操船状況の記録・再現を通じた課題や問題点の把握が可能となり、

海上保安人材の教育と訓練の内容と質の向上にある。 

また、AMSASはアジア地域の中核的教育訓練機関となることを目指しており、導入する設

備は、それにふさわしいものとなるよう、具体的には、第 1 次回現地調査にて訪問した教育

機関等 5組織（国防大学（National Defense University of Malaysia：UPNM）、マレーシア海事

大学アカデミー（Malaysian Maritime Academy：ALAM ）、Ungku Omar ポリテク（Ungku Omar 

Polytechnic：PUO）、運輸省海事局訓練施設（Maritime Transport Training Institute：MATRAIN）、

マレーシア航空アカデミー（Malaysian Aviation Academy：MAvA）が保有している操船シミ

ュレーターや海技教育訓練と同等若しくは上回るものを導入する。 

 各機材の仕様は次のとおり。 

 

(1) 操船シミュレーター 

 操船シミュレーターの仕様概要は表表表表3333----4444のとおり。DNV 規格Class Aが要件となっている。 

 

表 3-4 操船シミュレーター仕様概要 

 機 材 数 量 

    ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア  

    主船橋主船橋主船橋主船橋   

1 航海コンソール   

 エンジンテレグラフ、可変ピッチプロペラ（CPP）操作盤、船首スラスター

操作盤、汽笛操作盤、船内通信装置、多機能モニター 
1式 

2 VHF/DSC (実機) 2式 

3 スタンド型リピーターコンパス(実機) 1式 

4 舵輪スタンド (実機) 1式 

5 航海計器盤 1式 

6 RADAR/ARPA （S-band）(実機) 1式 

7 RADAR/ARPA （X-band）(実機) 1式 
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8 ECDIS (実機) 1式 

9 双眼鏡 2式 

10 船内放送システム 1式 

11 その他の装置 1式 

12 海図台 1式 

13 前方 LCD ビジュアルグラフィックディスプレイシステム 1式 

14 後方 LCD ビジュアルグラフィックディスプレイシステム 1式 

15 船橋モックアップ 1式 

 第第第第 2 船橋船橋船橋船橋   

16 航海コンソール   

17 舵輪、リピーターコンパス、エンジンテレグラフ、汽笛操作盤、インターホ

ン、多機能モニター 
1式 

18 VHF/DSC (実機) 1式 

19 RADAR/ARPA (実機)(S-band/X-band) 1式 

20 ECDIS (実機) 1式 

21 船内放送システム 1式 

22 その他の装置 1式 

23 海図台 1式 

24 前方 LCD ビジュアルグラフィックディスプレイシステム 1式 

25 第 2船橋モックアップ 1式 

 インストラクター室インストラクター室インストラクター室インストラクター室   

26 モニター機能を有するインストラクター用コンソール（主船橋） 1式 

27 モニター機能を有するインストラクター用コンソール（第 2船橋） 1式 

28 ビジュアルグラフィックディスプレイ用モニター 1式 

29 RADAR/ARPA用モニター 1式 

30 ECDIS用モニター 1式 

31 双眼鏡用モニター 1式 

32 MFD 用モニター 1式 

33 プリンター 1式 

34 インターホン 1式 

35 VHF 1式 

36 CCTV モニターシステム 1式 

37 シナリオ編集用コンピュータ 1式 
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(2) 捜索救助指揮シミュレーター 

 捜索救助指揮シミュレーターの仕様概要は表表表表 3333----5555 のとおり。 

 

表 3-5 捜索救助指揮シミュレーター仕様概要 

 機 材 数 量 

    ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア    

1 デスクトップ PC 14式（コントローラー室 7式、オペレーター室 7式） 

2 IP電話 14式（コントローラー室 7式、オペレーター室 7式） 

3 大型 LCD モニター 2式（コントローラー室 1式、オペレーター室 1式） 

4 マトリックス・スイッチャー 1式 

5 WEBカメラ 1式（オペレーター室） 

6 電子海図台 1式（オペレーター室） 

7 オーディオ装置 1式 

38 その他の装置 1式 

 サーバー室サーバー室サーバー室サーバー室   

39 主船橋サーバーPC 1式 

40 第 2船橋サーバーPC 1式 

41 グラフィック PC 1式 

42 RADAR シグナル発信機 1式 

43 UPS 1式 

44 その他の装置 1式 

 ブリーフィング室ブリーフィング室ブリーフィング室ブリーフィング室 

45 スクリーン 1式 

46 プロジェクタ 1式 

 ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア   

47 ソフトウェア 1式 

48 その他  

 データベースデータベースデータベースデータベース 

49 訓練海域（3港。Port Klang, Lumut Port, Labuan port） 1式 

50 自船モデル（MMEA 船艇 3隻。Pekan class, Marlin class, Jarak class (NGPC)） 1式 

51 自船モデル（一般商船 5隻) 1式 

52 他船モデル（20隻） 1式 
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8 シミュレーターサーバーラック 1式 

9 メインサーバー 1式 

10 電子海図台サーバー 1式 

11 WEBサーバー 1式 

12 モニタースイッチ 1式 

13 WEBカメラサーバー 1式 

14 UPS 1式 

15 VHF 2式（コントローラー室 1式、オペレーター室 1式） 

16 電源ユニット（DC24V） 2式 

17 プリンター 1式（コントローラー室） 

18 複合機 1式（オペレーター室） 

19 机及び椅子 14式（コントローラー室 7式、オペレーター室 7式） 

20 海図台 2式（コントローラー室 1式、オペレーター室 1式） 

21 白板 4式（コントローラー室 2式、オペレーター室 2式） 

22 仕切り壁 1式 

23 OA フロア 1式 

24 配電盤 1式 

25 自動電圧安定装置 1式 

26 独立型変圧器 1式 

27 その他の装置 1式 

 ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア 

28 シナリオ WEB編集ソフト 1式 

29 シナリオデータベース 1式 

30 シナリオ製作機能ソフト 1式 

31 シナリオプレイバックソフト 1式 

32 シナリオ電子海図管理ソフト 1式 

33 ENC 1式 

34 電子海図データベース 1式 

35 電子海図データ描画ソフト 1式 

36 ワークシート編集ソフト 1式 

37 カメラ映像記録ソフト 1式 

38 メールサーバーソフト 1式 
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(3) 機関運転シミュレーター 

 機関運転シミュレーターの仕様概要は表表表表 3333----6666 のとおり。 

 

表 3-6 機関運転シミュレーター仕様概要 

 機 材 数 量 

    ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア    

1 エンジンコントロールコンソール 1式 

2 主配電盤／集合始動器盤 1式 

3 非常用配電盤 1式 

4 アラーム監視盤 1式 

5 エンジンルームシステム 1式 

6 インストラクターシステム 1式 

7 通信機器 1式 

8 ビデオ＆ボイス記録装置 1式 

9 その他 1式 

 ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア 

10 シミュレーターソフト 1式 

 

(4) 発電機及び位相同期訓練シミュレーター 

 発電機及び位相同期訓練シミュレーターの仕様概要は表表表表 3333----7777 のとおり。 

 

表 3-7 発電機及び位相同期訓練シミュレーター仕様概要 

 機 材 数 量 

    ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア    

1 発電機盤 1式 

2 給電盤 1式 

3 非常用配電盤 1式 

4 その他 1式 

 ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア 

5 シミュレーターソフト 1式 

 

(5) 通信訓練機材 

 通信訓練機材の仕様概要は表表表表 3333----8888 のとおり。 



3-16 

 

表 3-8 通信訓練機材仕様概要 

 機 材 数 量 

    ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア    

1 ヘッドセット付き VHF 26式（インストラクター1式、トレーニー25式） 

2 電力ユニット（DC24V） 26式（インストラクター1式、トレーニー25式） 

3 レコーダー（8チャンネル） 4式 

4 レコーダーコントロール PC 1式 

5 ダミーアンテナサーキット 1式 

6 オーディオ装置 1式 

7 HUB 1式 

8 同軸ケーブル 52式 

9 電力 ATT 26式 

10 机及び椅子 26式 

11 間仕切り（机回り） 25式 

12 OA フロア 1式 

13 配電盤 1式 

14 自動電圧安定装置 1式 

15 独立型変圧器 1式 

16 その他の装置 1式 

 ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア 

17 レコーダー管理ソフト 1式 
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3-2-3 概略設計図 

 

各機材の完成予想図を図図図図 3333----1111～図図図図 3333----4444 に示す。 
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図 3-1 操船シミュレーター完成予想図 
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図 3-2 捜索救助指揮シミュレーター完成予想図 
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図 3-3 機関運転シミュレーター並びに 

発電機及び位相同期訓練シミュレーター完成予想図 
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図 3-4 通信訓練機材完成予想図 
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3-2-4 施工計画／調達計画 

 

3-2-4-1 施工方針／調達方針  

 

 本プロジェクトの E/N（Exchange of Note：交換公文）締結後、選定されたコンサルタント

と「マ」国政府は、協議を行いながら、設計方針に基づいて、詳細設計並びに調達事業者の

入札を行う。 

 入札により決定された調達事業者は調達契約を「マ」国と締結し、機材の設計・製造中、

機器製造メーカーはコンサルタントによる検査ならびに監督を受ける。 

 現地までの輸送は、日本国内で製造された各機材を製造事業所で製品検査・出荷前検査を

行い、横浜港に収集し、第三者機関による船積前機材照合検査を行った後、梱包し、「マ」

国の Kuantan港へ海上輸送を行う。その際には 40フィートコンテナにて輸送する。横浜港か

ら Kuantan港まではおよそ 16日を予定する。この後、通関を行い、コンテナトラックにより

陸上輸送を行う。 

 「マ」国 Kuantan港に到着後、陸上輸送にてサイト（AMSAS）へ移送し、日本からの技術

者に加えて現地の技術者及び工事作業者とともにサイトにて組立施工を行う。 

 組立施工時には、操船シミュレーター、捜索救助指揮シミュレーター、機関運転シミュレ

ーター、発電機及び位相同期訓練シミュレーター、通信訓練機材の機材ごとに製造業者の技

術者を 2～5人用意する。また、現地人技術者・作業者を必要に応じて雇用する。 

 組立施工終了後に、日本からの技術者（機材ごとに 2～3人）の指導の下で調整・試運転を

行う。 

 初期操作指導では、日本から技術者（機材ごとに 1人程度）を送り、AMSASの運用・維持

管理者に対して初期操作の指導を行う。約 10日間を予定する。 

 運用指導では、日本からの技術者（機材ごとに 1 人程度）を送るか、又は、初期操作指導

を行った者が引き続き、訓練シナリオの作成方法等に関する指導を行う。 

 

3-2-4-2 施工上/ 調達上の留意事項 

 

 機材の製造上、次の諸点に留意する。 

 

(1) 品質管理 
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 操船シミュレーターについては、DNV 規格 Class Aの資格を取得する。これにより国際的

な標準に合致することを証明する。他の機材については国際的な標準は存在しないものの、

国際規則に準拠した実機を多く採用することにより機材のグレードを品質面で高く保つ。 

各機材の製造にあたり、製造事業者は、コンサルタントと作業管理・検査要領の打合せを

綿密に行い、さらに、材料・機器の検査、各種調査による予防的品質管理、品質水準の調査

等のために、コンサルタントは度々作業現場に赴き、充分な監理を行うものとする。 

 

(2) 納期管理 

 調達予定の機材は、それぞれ製造期間が異なる。海上輸送の利便性を考えて、製造期間の

終わりは全て合わせてあるが、関係する製造事業者が納期を十分に認識し遵守する必要があ

る。 

このため、コンサルタントは製造事業者に工程計画のみならず調達工程も作成・提出させ、

工事の接点管理が確実に行われるように監理するものとする。 

 

3-2-4-3 施工区分／調達区分 

 

 本プロジェクトが我が国の無償資金協力事業により実施される場合、日本国側および「マ」

国側による分担業務範囲は以下の通りである。 

 

3-2-4-3-1 日本国分担範囲 

1) 調達機材の詳細設計および入札業務補助、建造監督業務、引渡しまでの施工監理業

務。 

2) 調達機材の日本国内における機器・予備品等の調達および日本国内における必要な

試験の実施。 

3) 日本国内での製造終了後、調達機材の「マ」国 Kuantan港への海上輸送。 

4) Kuantan港荷下ろし後の「マ」国内陸上輸送、開梱・搬入・据付工事、調整・試運転、

初期操作指導、運用指導の実施。 

 

3-2-4-3-2 「マ」国側分担範囲 

1) 以下に掲げる機材設置場所を確保すること 

① 操船シミュレーター、ブリーフィング室及びインストラクター室 

② 捜索救助指揮シミュレーター 

③ 機関運転シミュレーター 

④ 発電機及び位相同期訓練シミュレーター 
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⑤ 通信訓練機材 

2) 事業計画、敷地、建設許可に関する許可を取得すること 

3) 前記に掲げる機材の配電盤の能力を向上させ必要な電力を確保すること 

4) 前記 3.1)及び 2)に掲げる機材のそれぞれの部屋の天井の破損個所（雨漏り部分）を

修理すること 

5) 機関運転シミュレーター及び発電機及び位相同期訓練シミュレーターの設置場所に

十分な能力を有する冷房装置を備えること 

6) 被援助国の港での迅速な陸揚げ及び通関の確保を行うこと 

7) 製品供給や関連サービスを行う日本又は第三国の関係者が業務を行うため、有効な

契約に基づいて入国及び滞在する際には特別な配慮を与えること 

8) 被援助国内で製品購入及びサービスに関して課される可能性のある関税、内国税、

他の賦課金と同額を、税の還付制度に代えて負担すること。  

前出の関税、内国税、他の賦課金には、有効な契約に基づいて製品供給や関連サ

ービスを行うことに関連して徴収される可能性のある事業税、所得税、日本法人に

対する法人税、住民税及び料油税を含むが、これに限らない。 

9) 精密な自船モデルを作成するため、3隻の巡視船(Pekan, Marlin, and Jarak)の必要図面

／データを調達事業者に提供すること 

10) 精密な訓練海域の CGを作成するため、訓練対象となっている港の写真撮影を含む

調査に関し便宜を図ること 

 

3-2-4-4 施工監理計画／調達監理計画 

 

 設計方針に基づいて我が国のコンサルタントが訓練機材の実施設計を行い、「マ」国実施

機関の代理として、入札関連業務、調達契約締結、図面の審査、製造中の監督・検査、引渡

し検収までの一連の施工監理業務を行う。 

 また、コンサルタントは、機材製造中は製造工程に従って、各機材の専門技術者による施

工監督、検査立会い等の施工監理を実施し、必要な指示、助言、勧告等を行う。また、引渡

しまでの間に、調整・試運転、初期操作指導、運用指導が適切に製造事業者から実施される

よう指導・監督を行う。 

 さらに、引渡し後１年経過時点でのメーカー保証期間満了に当り、メーカー保証期間満了

前検査を行う。 
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3-2-4-5 品質管理計画 

 

(1) 工程監理 

 コンサルタントは、別途定められた実施工程に従って、遅滞のないように工事の進捗度、

発注機器の納期状況も怠りなく監理を行う。万一、予定工期に対しての遅れが予想される場

合は、問題が顕在化する前に早期手当てが打てるように、製造事業者との連携を密にする。 

 

(2) 品質管理 

 操船シミュレーターについては DNV 規格 Class Aの基準を満たすように、また、他の訓練

機材について、実機を備え付ける際には JG規則等を満足すべく、機器製作現場に必要に応じ

て赴き、十分な監理を行う。 

 

3-2-4-6 資機材等調達計画 

 

 本件は当初、第三国入札の可能性も含め現地調査等を実施した。しかしながら、現地調査

の結果を踏まえたその後の日本国内での調査により、各機材の調達に関しては、日本での競

争性、海外製品との価格差、海外製品との維持管理の差について検討した結果、前記の条件

に関して特別な問題はないことから本邦調達とすることとした。日本で各機材の主要部分を

製造した後、「マ」国へ輸送され、サイトへ到着した後、据え付け工事を行い設置する。 

 なお、保証期間は 1年間、スペアパーツは用意しないこととする。 

 

3-2-4-7 初期操作指導・運用指導 

 

 初期操作指導では、日本から技術者（機材ごとに 1人程度）を送り、AMSASの運用・維持

管理者に対して初期操作の指導を行う。約 5日間を予定する。 

 運用指導では、日本からの技術者（機材ごとに 1 人程度）を送るか、又は、初期操作指導

を行った者が引き続き、訓練シナリオの作成方法等に関する指導を行う。 

 

3-2-4-8 ソフトコンポーネント計画 

 

機材設置後の各機材の操作・運用方法については、前出の初期操作指導時に基本操作を、

運用指導時に教育訓練シナリオに沿った形での操作指導を行うことで十分な知識は得られる。

ソフトコンポーネントは計画しない。 
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3-2-4-9 実施工程 

 

 本プロジェクトの実施においては、コンサルタント契約から約 2.5 ケ月で入札図書作業を

完了・公示し、その後約 1.5ケ月で調達契約を締結、工期は検査を含め約 13.5ケ月、その後、

日本から「マ」国 Kuantan港までの輸送・据付・引渡しに約 3.0ケ月を予定する。 

 コンサルタント契約後、総工程約 20.5ケ月、瑕疵担保契約満了までに更に 12 ケ月を要す

る。次頁に表表表表 3333----9999 として 実施工程表を示す。    

 なお、実際の工期は調達契約締結時点の機器メーカーの手持ち工事状況にも左右される。 



3
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

注） ：日本国内業務

：メーカー検査・打合せ

：現地業務

通算月数

通算月数

開梱・搬入・据付工事

調整・試運転

初期操作指導

運用指導

機器輸送

実
施
設
計

計画内容最終確認

機材仕様等のレビュー

検収・引渡し

調
達
工
程

機器製作図作成

機器製作

事前確認・打合せ（ｺﾝｻﾙ・先方機関）

製品検査

出荷前検査

船積み前機材照合検査

船積み

現地受入準備工事

業者契約

入札図書作成

入札図書承認

公示

図渡し、内説

入札

入札評価

▲
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3-3 相手国側分担事業の概要 

 

 「マ」国側と文書により確認された「相手国側分担事業」は次のとおりである。 

    

(1)入札前 

1) 銀行口座の開設手続き (Banking Arrangement (B/A)) 

2) コンサルタントへの支払のための Authorization Pay (A/P)の発給手続き 

3) 以下に掲げる機材設置場所を確保すること 

① 操船シミュレーター、ブリーフィング室及びインストラクター室 

② 捜索救助指揮シミュレーター 

③ 機関運転シミュレーター 

④ 発電機及び位相同期訓練シミュレーター 

⑤ 通信訓練機材 

4) 事業計画、敷地、建設許可に関する許可を取得すること 

5) 前記に掲げる機材の配電盤の能力を向上させ必要な電力を確保すること 

6) 前記 3.1)及び 2)に掲げる機材のそれぞれの部屋の天井の破損個所（雨漏り部分）を

修理すること 

7) 機関運転シミュレーター及び発電機及び位相同期訓練シミュレーターの設置場所に

十分な能力を有する冷房装置を備えること 

8）プロジェクトモニタリングレポートを提出すること（詳細設計の結果含む） 

 

(2)事業実施中 

1) 調達業者への支払のための日本の銀行（代理銀行）の A/P発給手続き 

2) B/A に基づく本邦の銀行サービスの各種手数料を負担すること 

① A/Pの説明手数料 

② A/Pの発給に係る手数料 

3) 被援助国の港での迅速な陸揚げ及び通関の確保を行うこと 

4) 製品供給や関連サービスを行う日本又は第三国の関係者が業務を行うため、有効な

契約に基づいて入国及び滞在する際には特別な配慮を与えること 

5) 被援助国内で製品購入及びサービスに関して課される可能性のある関税、内国税、

他の賦課金の免除を確保すること 

6) ①契約に基づく各業務終了時（港湾引渡時、据付工事時、運用時）にプロジェクト

モニタリングレポートを提出すること 
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②プロジェクトモニタリングレポート（最終版）を提出すること 

7) プロジェクトが完了した際にはその旨報告書を提出すること 

8) 精密な自船モデルを作成するため、3隻の巡視船(Pekan, Marlin, Jarak)の必要図面／デ

ータを調達事業者に提供すること 

9) 精密な訓練海域の CGを作成するため、訓練対象となっている港の写真撮影を含む調

査に関し便宜を図ること 

 

(3)事業終了後 

1) 無償整備された設備・機材を適切かつ有効に維持管理のうえ使用すること 

① 維持管理費の確保 

② 運用及び維持管理体制の維持 

③ 通常点検及び定期点検の実施 
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3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

 

3-4-1 運営管理計画 

 

(1)操船シミュレーター 

 操船シミュレーターの運用に必要なインストラクター及オペレーターについては、AMSAS

職員に所定の訓練を受けさせ、各 3名を養成する。 

 

(2)捜索救助指揮シミュレーター（机上訓練室及び機材） 

 AMSASは、SAR研修コースのうち SAR Mission Coordinator Courseの訓練生を MAvA に送

り、Search and Rescue Coordinator Simulatorを使った訓練を受けさせている。AMSAS担当者

は、MAvA での訓練を通じて SAR訓練シミュレーターの運用を十分に理解しており、日本か

ら機材を整備した場合でも、その運用、管理に問題はない。 

 

(3)機関運転シミュレーター（模擬機関制御室）及び発電機及び位相同期訓練シミュレーター 

 両シミュレーターの運用に必要なインストラクターおよびオペレーターについては、

AMSAS職員に所定の訓練を受けさせる事が大切であり、AMSASは整備される全シミュレー

ター用に 10名の追加人員を配備する予定。各シミュレーター、インストラクター、オペレー

ター等の具体的な割振りは不明である。 

 

(4)通信訓練機材 

 AMSASでは、現在 2台の無線通信機を使用した訓練を行っている。今回の要請は、その規

模を拡大し、より多くの訓練生に訓練を受けさせるようにするものである。訓練内容が既に

確立していることから、日本から機材を整備した場合でも、その運用、管理に問題はない。 
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3-4-2 維持管理計画  

 

(1)操船シミュレーター 

 操船シミュレーターの維持管理要員については、AMSAS職員に所定の訓練を受けさせ、3

名を養成する計画である。なお、効率的、効果的な維持管理に向けた中長期の維持管理計画

の策定を仕様に含める必要があると考える。 

 

(2)捜索救助指揮シミュレーター（机上訓練室及び機材） 

 通常の運営経費は、通信機器、情報表示盤、PC等の運用に必要な電気代程度である。機器

の更新についても、通常業務で使用している無線機、PCと大差はない。また、電子海図を使

用することで、そのソフトの更新が必要となるが、巡視船艇で既に使用しており、問題とな

るものではない。AMSASとの面談においても、維持管理費用に関する懸念については、言及

されなかった。 

 

(3)機関運転シミュレーター（模擬機関制御室）発電機及び位相同期訓練シミュレーター 

 ERS、 SBSの維持管理については、AMSAS職員に所定の訓練を受けさせる事が大切であ

るが、現在 AMSASは整備される全シミュレーター用に 10名の追加人員を配備する予定であ

るとの事であるが、各シミュレーター、インストラクター、オペレーター等の具体的な割振

りは不明である。 

 

(4)通信訓練機材 

 通常の運営経費は、機器の運用に必要な電気代である。AMSASでは、無線通信機を使用し

た訓練を既に実施しており、機器の修理、更新などに関することは理解している。AMSAS

との面談において、一時 PCを使用した訓練機器について言及されたが、ソフト更新費用を理

由に取り下げたことから、維持管理費用を認識した上で、現在の機材を要請している。 
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3-5 プロジェクトの概略事業費 

 

3-5-1 協力対象事業の概略事業費 

 

 本協力対象事業を実施する場合に必要となる事業費総額は、およそ 7.05億円となるが、概

略事業費が即、交換公文上の整備限度額を示すものではない。先に述べた日本と「マ」国と

の負担区分に基づく事業内訳は、次の（3）積算条件によれば、表表表表 3333----10101010 のとおり見積もられ

る。 

 

(1) 日本国側負担経費 

    

概略総事業費概略総事業費概略総事業費概略総事業費    7.05 億円億円億円億円    

整備予定機材整備予定機材整備予定機材整備予定機材    

① 操船シミュレーター（2船橋タイプ）及びブリーフィング室、インストラクター室等 

② 機関運転シミュレーター（模擬機関制御室） 

③ 発電機及び位相同期訓練シミュレーター 

④ 捜索救助指揮シミュレーター（机上訓練室及び機材） 

⑤ 通信訓練機材 

表 3-10 費用内訳 

 

 

 

 

 

(2) 「マ」国側経費 

 「マ」国側負担費用を表表表表 3333----11111111 に示す。その他、分担範囲の実施にあたり費用が発生する場

合は、「マ」国側の負担とする。 

表 3-11 「マ」国側負担費用内訳 

負担事項 金額（千 MYR） 備考 

B/A に基づく本邦の銀行サービスの各種手数

料を負担すること 

1) A/P の説明手数料 

2) A/Pの発給に係る手数料 

合計 28.37 Prime 
Minister 
Office 
(PMO)負担 

 

費 目 概略事業費（百万円） 

訓練機材       636 

詳細設計、入札補助、調達監理           69 

合 計   705 
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(3) 積算条件 

1) 積算時点 2015年 9月（現地調査終了月） 

2) 為替交換レート 1 USD＝104.59 円（積算時点月前の3ヶ月の平均レート） 

 1 MYR＝25.2697 円（積算時点月前の3ヶ月の平均レート） 

3)  施工期間 業者契約から 16.5ヶ月。表 1 実施工程表参照。 

4) その他 本プロジェクトは、日本国政府の無償資金協力の制度に従い、

実施されるものとする。 

 

3-5-2 運営・維持管理費 

 

(1) 年間の運営・維持管理費 

 訓練機材の運営に必要な費用は、パソコン、LCD モニター、ディスプレイ、サーバー等に

必要な電力のみである。維持管理の費用は表表表表 3333----12121212 のとおりである。 
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表 3-12 維持管理費 

番

号 

機材名 維持管理内容 維持管理費 

（米ドル） 

年平均 

（米ドル） 

1 操船シミュレーター（2
船橋タイプ）及びブリー

フィング室、インストラ

クター室等 

（1年契約型） 
7,400 米ドルの定期点検が毎年、日本からの技術

者により行われる。定期点検は、構成機器ごとの

清掃、矯正、軽微な修理、ソフトウェアのアップ

デート等を含む。1 又は 2 人の技術者により 1 又

は 2日程度で実施される。 
 
7,400 米ドルには、構成機器の定期交換は含まな

い。また、機器の交換を伴う大規模修理も含まな

い。 
 
（5年契約型） 
定期点検が毎年、日本からの技術者により行われ

る。定期点検は、構成機器ごとの清掃、矯正、軽

微な修理、ソフトウェアのアップデート等を含

む。1又は 2人の技術者により 1又は 2日程度で

実施される。 
 
更に、定期的な構成機器の無償交換及び必要な場

合には無償修理が行われる。 
 

 
約 7,400米ドル～

213,500米ドル（年によ

り異なる。）（構成機器の

交換時期になると費用

が上る。） 

 

 

 

 

約 290,000米ドル（年に

よる変動なし） 

 
年平均約 116,300米ドル 
（①-1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
年平均約 290,000米ドル 
（① -2） 

2 捜索救助指揮シミュレ

ーター 
4～5年かけて構成機器を順次交換 年間 5,500米ドル（計画

的に交換） 
年平均約 5,500米ドル 

（② ） 
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3 機関運転シミュレータ

ー 
毎年：一般的定期点検 
 
5年毎：一般的定期点検＋UPS電池交換 
 
10 年毎：一般的定期点検＋UPS 電池交換＋

PC/LCD/PRTの交換 

年間約 4,800米ドル～ 
約 124,800米ドル（構成

機器の交換時期になる

と費用が上る。） 

年平均約 17,040米ドル 
（③） 

4 発電機及び位相同期訓

練シミュレーター 
毎年：一般的定期点検 
追加的な修理費用は含んでいない。 

年間約 2,400米ドル 年平均約 2,400 米ドル 
（④ ） 

5 通信訓練機材 4～5年かけて構成機器を順次交換 年間約 1,500米ドル 年平均 1,500 米ドル 
（⑤ ） 

（まとめ） 
 
「マ」国が操船シミュレーターで 1年契約型の維持管理契約を結んだ場合、年平均の維持管理費は、次のとおり。 
約 142,740米ドル／年(＝上記の（①-1）＋（②）＋（③）＋（④）＋（⑤）) 
 
 
「マ」国が操船シミュレーターで 5年契約型の維持管理契約を結んだ場合、年平均の維持管理費は、次のとおり。 
約 316,440米ドル／年(＝上記の（①-2）＋（②）＋（③）＋（④）＋（⑤）) 
 
維持管理費は、2019年の 1年間の保証期間が経過した 2020年から発生する。 
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第 4章 プロジェクトの評価 

4-1 事業実施のための前提条件 

 

� 「マ」国が沿岸海域の海上保安活動を維持する。 

� MMEA 組織が維持される。 

 

4-2 プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項 

 

� 人材 

・シミュレーター等機材オペレーター 

・同メンテナンス要員 

� 施設 

・機材収納建物・内装 

・ユーティリティー 

� ローカルコスト 

・必要な運転・維持管理費 

 

4-3 外部条件 

 

� 「マ」国および周辺国の政情・治安が著しく変動しない 

� 想定外の自然災害が発生しない 

 

4-4 プロジェクトの評価 

 

4-4-1 妥当性 

 

 本プロジェクトの内容、その効果の程度、対象となる機材の運用･維持管理の能力などから、

我が国の無償資金協力による協力対象事業として本プロジェクトを実施することは、次の観

点から妥当と判断する。 

 

(1) プロジェクトの実施は、AMSASに訓練機材を整備することにより、MMEA 船艇職員の育

成や技量の向上を図り、もって「マ」国の沿岸海域の安全および社会経済活動の確保に

寄与する。 

 

(2) 本プロジェクト実施機関（AMSAS）は、既に一定数の教職員を有し既に多数の受講者に

対し教育訓練を実施していることから、整備された訓練機材の運用については問題なく

行うことができる。 
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(3) 我が国の無償資金協力の制度によって、対象となる訓練機材を本邦の事業者により製造さ

せることにより特段の困難なくプロジェクトの実施が可能である。 

 

(4) 訓練機材の設置時や教育訓練実施時における環境破壊や社会･環境配慮面での問題はなく、

JICA環境社会配慮ガイドラインでの評価はカテゴリーCである。 

 

更に、我が国の「対マレーシア国別援助方針」（2012年 4月）では協力重点分野「東アジ

ア地域共通課題への対応」が柱として位置づけられており、また、「対マレーシア JICA国別

分析ペーパー」（2014年 3 月）では海上治安の維持等 ASEAN 域内共通課題への取り組みを

推進するとしている。本事業はこれらの方針・分析に合致する。日 ASEAN 首脳会議（2014

年 11月）においても「テロ及び国境を超える犯罪と闘う協力のための共同宣言」の中で、海

賊及び海上武装強盗行為と闘うための協力を強化するとされた。我が国はこれまで MMEA に

対し技術協力支援によって海上法令執行や捜索救助を中心に能力強化を図り、日・マレーシ

ア首脳会談（2015年 5月）においても、MMEA の能力構築のための協力を継続していく意向

があると発表しており、本事業はこれら域内・二国間の協力方針に合致する。 

 

4-4-2 有効性 

 

1) 定量的効果 

 

本事業の定量的効果は表表表表 4444----1111 のとおりである。 

 

表 4-1 定量的効果 

指標名 基準値 

（2016年実績値） 

目標値（2020年） 

【事業完成 3年後】 

外部施設で行われる訓練人数 118名 0名 

MMEA 職員の訓練人数 0名 約 500名 

他国から参加する訓練人数 0名 約 20名 

 

2) 定性的効果 

 

① 「マ」国沿岸域において、迅速かつ的確な海難救助や、密輸、密漁、密航等の海上犯

罪予防などの海上法令執行能力の向上に寄与する。 
 

 以上の内容により、本案件の妥当性は高く、また、有効性が見込まれると判断される。 
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(1) 第 1回現地調査（2016年 6月 27日～7月 19日） 

総  括 石間 聡孝 JICA 国際協力専門員 

操船シミュレーター計画 宇野 瑞穂 海上保安庁 海上保安大学校 

海事教育訓練機材計画 熊上 尚男 独立行政法人海技教育機構 

企画協力１ 村田 顕次 JICA 社会基盤・平和構築部 

運輸交通・情報通信グループ 

第二チーム 

企画協力２ 高橋 至 JICA 社会基盤・平和構築部 

運輸交通・情報通信グループ 

第二チーム 

業務主任／操船システム計画 小橋 素己 一般財団法人日本造船技術センター 

機材／設備計画１ 

（操船シミュレーター担当） 

矢吹 英雄 東京海洋大学 

機材／設備計画２ 

（捜索救助指揮シミュレーター等） 

西口 政史 公益社団法人日本海難防止協会 

建築関係 椎名 博美 （株）エス アンド エス 

調達計画／積算 

（機関運転シミュレーター等） 

後藤 明人 一般財団法人日本造船技術センター 

 

(2) 第 2回現地調査（2016年 9月 19日～9月 27日） 

総  括 石間 聡孝 JICA 国際協力専門員 

海事教育訓練機材計画 熊上 尚男 独立行政法人海技教育機構 

企画協力１ 高橋 至 JICA 社会基盤・平和構築部 

運輸交通・情報通信グループ 

第二チーム 

企画協力２ 平林由梨恵 JICA 資金協力業務部 

実施監理第一課 

業務主任／操船システム計画 小橋 素己 一般財団法人日本造船技術センター 

機材／設備計画１ 

（操船シミュレーター担当） 

矢吹 英雄 東京海洋大学 

機材／設備計画２ 

（捜索救助指揮シミュレーター等） 

西口 政史 一般財団法人日本造船技術センター 

建築関係 椎名 博美 （株）エス アンド エス 

調達計画／積算 

（機関運転シミュレーター等） 

後藤 明人 一般財団法人日本造船技術センター 

 

資料１調査団員・氏名資料１調査団員・氏名資料１調査団員・氏名資料１調査団員・氏名    
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(3) 報告書（案）説明調査（2017年 1月 10日～1月 13日） 

総  括 石間 聡孝 JICA 国際協力専門員 

企画協力１ 高橋 至 JICA 社会基盤・平和構築部 

運輸交通・情報通信グループ 

第二チーム 

業務主任／操船システム計画 小橋 素己 一般財団法人日本造船技術センター 

機材／設備計画１ 

（操船シミュレーター担当） 

矢吹 英雄 東京海洋大学 

機材／設備計画２ 

（捜索救助指揮シミュレーター等） 

西口 政史 一般財団法人日本造船技術センター 
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(1)第 1 回現地調査（2016 年 6月 27 日～7月 19 日） 

月日 曜日 行動および調査内容 

2016/ 

6/26 

日 クアラルンプール空港より陸路にて AMSAS のあるクアンタンへ移動。 

6/27 月 午前、AMSAS の所長へ表敬訪問（コンサルチームからは小橋のみ参加）、

その後、コンサルチームは JICA 代表団とともに本事業に関する協議に加わ

った。午前中には、JICA 代表団から無償資金協力制度概要説明が行われ、

続いてコンサルチームより、インセプションレポートの説明を行った。午

後、AMSAS よりパワーポイント資料を用いた組織・業務内容に関する説明

があった。 

6/28 火 午前、AMSAS と操船シミュレーターに関する協議を行った。午後その他の

海事教育訓練機材について協議を行った。 

6/29 水 午前、AMSAS 側から質問票に対する回答について説明を受け、その後、協

議を行った。29 日時点ではまだ質問票の 60％ほどしか回答がなかったため

コンサルチームの滞在期間中に全て回答を行うよう要請を行った。午後、

ミニッツ（MoD）に関する協議を行った。 

6/30 木 午前、MoD に関する協議を行い、調査団の石間総括及び AMSAS の HJ 

MohdSabri bin HJ Mohamed 大将により MoD の署名が行われた。署名後、官

団員及び西口は、Kuantan 海上保安部（DM8）を訪問し、捜索救助に関す

る情報を収集した。他のコンサルチームメンバーは、各器材設置場所を再

度確認した。 

7/1 金 午前、在日本国マレーシア大使館へ報告を行った。コンサルチームからは

小橋のみ参加）。午後、JICA マレーシア事務所に報告を行った（コンサル

チームからは小橋のみ参加）。小橋を除くコンサルチーム員は AMSAS と技

術的な内容に関する協議を行った。 

7/4 月 収集資料の整理を行った。 

7/5 火 午前、マレーシアのシミュレーター製作会社（Altriz 社）と会合を持ち、納

入実績、納入した製品の仕様、運用経費、維持管理費等について情報収集

を行った。 

7/6 水 マレーシア祝日。収集資料の整理を行った。 

7/7 木 マレーシア祝日。収集資料の整理を行った。 

7/8 金 収集資料の整理を行った。 

資料資料資料資料    ２２２２    調査行程調査行程調査行程調査行程    
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7/9 土 コングスベルグのマレーシア代理店であるHJS Maritime Sdhd社と会合を持

ち、納入実績、納入した製品の仕様、運用経費、維持管理費等について情

報収集を行った。 

7/11 月 午前、マレーシアのシミュレーター製作会社（Altriz 社）を訪問し、同社の

パワーポイントによる製品紹介を受けた後、同社の施設（同社は自社にて

訓練プログラムの開発を行っている。）を見学した。午後、クアラルンプー

ルから Melaka へ移動した。 

7/12 火 マレーシア海事アカデミー（ALAM）を訪問。午前、午後をかけて、操船

シミュレーター、機関運転シミュレーター、発電機・位相同期シミュレー

ター、通信訓練機材について、訓練の状況、機器の仕様、運用経費、維持

管理費等について情報収集を行った。 

7/13 水 国防大学（UPNM）を訪問。午前、操船シミュレーター、機関運転シミュ

レーター、発電機・位相同期シミュレーターについて、訓練の状況、機器

の仕様、運用経費、維持管理費等について情報収集を行った。午後、Ipo へ

移動。 

7/14 木 午前、Ungku Omar ポリテク（PUO）を訪問。機関運転シミュレーター、

発電機・位相同期シミュレーターについて、訓練の状況、機器の仕様、運

用経費、維持管理費等について情報収集を行った。午後、クアラルンプー

ルへ移動。 

7/15 金 午前、Port Klang にある MMEA の Klang 海上保安部（DA4）のオペレーシ

ョンルーム及び所属船を訪問し、捜索救助に関連する情報を収集した。午

後、コングスベルグのマレーシア代理店である HJS Maritime Adhd 者を訪

問し、主にアフターサービス体制に関する情報収集を行った。 

7/17 日 コンサルチームの操船シミュレーター担当（矢吹）がクワラルンプールを

発ち帰国した。 

7/18 月 午前、小橋及び後藤は技術的協議の覚え書である MoTD に署名のため

MMEA 本部を訪問し AMSAS 大将と署名を行った。西口及び椎名はマレー

シア航空アカデミー（MAｖA）を訪問し、捜索救助指揮シミュレーターに

ついて、訓練の状況、機器の仕様、運用経費、維持管理費等について情報

収集を行った。午後、小橋、西口、椎名及び後藤にて、海事局訓練所

（MATRAIN）を訪問し、操船シミュレーターについて、訓練の状況、機器

の仕様、運用経費、維持管理費等について情報収集を行った。 

7/19 火 午前、MMEA 本部のオペレーションルームを訪問し、捜索救助に関連する

情報を収集した。午後、JICA マレーシア事務所へ報告を行った。夜、コン

サルチームはクアラルンプール発帰国した。 
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(2) 第 2 回現地調査（2016 年 9月 19 日～9月 27 日） 

月日 曜日 行動および調査内容 

2016/ 

9/18 

日 成田発、クアラルンプール着。 

9/19 月 午前、コンサルチームより、各機材の仕様の概要と保守維持費の説明を行

った。午後、主に保守維持費等について討議を行った。 

9/20 火 機材の仕様を詰めるため機材ごとに小グループを設け討議を行った。 

9/21 水 JICA 代表団より、無償資金協力の手続きに関するプレゼンテーションを行

った。また、先方負担事項についての協議が行われた。協議の途中から参

加した、MMEA の法務担当部門より、「将来、マ国政府に何らかの財政負

担や義務が生ずる可能性がある国際間の文書について合意・署名するため

には、事前に閣議の承認を得る必要がある」旨表明された。マレーシア側

から閣議用の資料の作成を日本側に行ってほしい旨依頼があった。 

9/22 木 午前、MoD の署名問題及びマ国閣議問題等に関する討議を行い、午後、ICP

政策及び先方負担事項について討議を行った。 

9/23 金 午前、MoTD の最終化及び署名を行った。午後、JICA マレーシア事務所及

び在マレーシア日本国大使館へ報告を行った。夜便で JICA 代表団のほとん

どは帰国。翌日成田着。 

9/24 土 コンサルタントチームのうち翌週に機材据付場所に関する詳細調査を予定

している小橋、椎名を残してコンサルタントチームが早朝便で帰国。 

9/25 日 小橋、椎名が機材据付場所に関する詳細調査のためクアラルンプールから

陸路にてクアンタンへ移動。 

9/26 月 SAR シミュレーター、機関運転シミュレーター、発電機及び位相同期訓練

シミュレーター、通信訓練機材の設置場所の詳細調査を実施した。 

9/27 火 操船シミュレーターの設置場所の詳細調査を実施した。夕刻、クアンタン

からクアラルンプールへ陸路にて移動。 

9/28 水 早朝便で小橋、椎名帰国。 

 

 (3) 準備調査報告書（案）説明調査（2017 年 1月 10 日～1月 13 日） 

月日 曜日 行動および調査内容 

2017/ 

1/9 

月 クアラルンプールへ到着。 

1/10 火 午前、日本代表団と MMEA/AMSAS の関係者により協議事項の確認を行っ

た。午後、コンサルタントチームより準備調査報告書案の説明を行い、そ
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の後討議を行った。 

1/11 水 午前、先方負担事項の確認を行った。午後、MoD の検討を行った。「マ」

国側はあくまで「マ」国内の閣議の了承がない限り、いかなる文書にも署

名しないとの立場をとっていたが、日本側から概要の説明を行った。 

1/12 木 午前、MMEA 長官訪問・G/A に関する討議を行った。午後、情報整理を行

った。 

1/13 金 午前、MoD に関する打合せを行った。午後、情報整理を行った。深夜便で

帰国。 

1/14 土 早朝、成田へ到着。 
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(1) 第 1回現地調査（2016年 6月 27日～7月 19日） 

 

1) スルタン・アフマッド・シャー海上保安アカデミー（Academy Maritime Sultan Ahmad 

Shah：AMSAS） 

1st Admiral (M) HJ Mohd Sabri bin HJ Mohamed Head of School Training 

Cdr. Yousry bin Yaali Head of Basic Scool Training

 (Sailors)/ 

 Nautical Studies Instructor 

Cdr. (M) Mustafa bin Nazeri  Head of Advance School Training/ 

 Nautical Studies Instructor 

Cdr. (M) Nudin bin Jusoh  Head of Basic Academy/ 

 Engineering Instructor 

Lt. Cdr. (M) Zul Fahmi B. Mohamad Head of Enforcement and SAR 

 Training 

Lt. Cdr. (M) Fakrul Akmal bin Mat Head of Engineering Unit 

Lt. Cdr. (M) Mohd Najib bin Sam Head of Advance Training/ 

 STCW course 

Lt. Cdr. (M). Norrimi bin Hassan Head of Nautical Studies 

Lt. Cdr. (M) Mohd Najib B. San Head of Management Studies 

Lt. Cdr. (M) Maurice Grenville Abeyeratne Nautical Studies Instructor 

PVV I (M) Mohd Ali bin Othman Nautical Studies Instructor 

PVV II (M) Johar bin Thabic Nautical Studies Instructor 

Beby Rossdianty binti Ramli head of Information Technology 

 Unit 

Encik Zairadi bin Razali Information Technology Unit 

Capt. (M) V Pannir Operation Director, 

 WILTIM (Eastern Region) 

Cdr. (M) Asman Bin Jama Deputy Director of Enforcement and 

 Exercise, District 8 Base 

Lt. (M) Mohamad Shafu bakr WILTIM 

 

2) マレーシア海事アカデミー（Malaysian Maritime Academy：ALAM ） 

Dr. Capt. S. Manivannan Head, Maritime Simulation & 

  Communication Centre (Project and 

資料資料資料資料    ３３３３    関係者（面会者）リスト関係者（面会者）リスト関係者（面会者）リスト関係者（面会者）リスト    



AP-3-2 

 

  Consultancy) 

Capt. David S. Rajan Head, Maritime Simulation & 

  Communication Centre (Training) 

Mr. HJ AB. Dollah Bin Baba Seamanship Lab. Assistant 

Mr. Azhar Hamzah Account, Corporate Planning & 

 Business Development 

 

3) 国防大学（National Defense University of Malaysia：UPNM） 

Dr. Zulkifly bin Mat Radzi (Retired) RMN Dean of Defense Science and 

 Technology Faculty 

Cdr. Mohd Arif bin Ahmad (Retired) RMN Navigation Specialist, 

 Senior Lecturer 

TLDM (B) KDR Heman Bin Buang (Retired)  Navigational Specialist, Chief 

 RMN Operation Officer, Senior Lecture 

 Science and Technology 

Lt Cdr Hardy Azmir bin Anuar RNM Electrical/Electronic Engineer, 

 Senior Lecturer 

Lt Cdr Mohd Najib bin Abdul Ghani Yolhamid Navigation Specialist- Head of 

(Retired) RMN Science and Maritime Technology 

 Department, Senior Lecturer 

Mr. Mohamad Abu Ubaidah Amir Abu Zarim Telecommunication and Electronic/ 

 Computer Programmer/ 

 Engineer and Lecturer 

 

4) Ungku Omar ポリテク（Ungku Omar Polytechnic：PUO） 

Tn. Hj. Syed Amear bin Syed Ariffin Head of Department 

En. Hairi Haizri bin Che Amat head of programme 

Tn. Hj. Mohamed Zulkifli bin Mohamad Senior Lecturer 

Tn. Hj. Nidzar bin Hj. Che Ari Senior Lecturer 

En. Mohana Krishnan A/L Gobalakrishnan Senior Lecture 

En. Yee Lee Chnua Senior Lecture 

Tn. Hj. Ridzuan bin Md. Daud Senior Lecturer 

En. Zamri bin Yusoff Senior Lecturer 

En. Mohd. Hashim bin. Adb.Razak Lecture 

En. Mohd Afandi bin AbdHamid Lecturer 

En. Mohd Nasruddin binAbMuaid Lecturer 
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En. Zakiman bin Zali Lecturer 

En. Nor Ashimy bin Mohd Noor Lecturer 

En. Mizanur Rahman bin Mohd Ali Lecturer 

En. Mohamed Hairy bin Yahya Lecturer 

En. Shahri bin Jalil Lecturer 

En. Amrul Zani bin Mahadi Lecturer 

En. Mohd Naim bin Awang Lecturer 

En. Nor Isha bin Nordin Lecturer 

En. Ridwan Saputra bin Nursal Lecturer 

En. Ahmad Azrizal bin Mohd Ariffin Lecturer 

En. Azwansyah bin Zulkifli Lecturer 

En. Shahriman bin Abd Rashid Lecturer 

En. Yusaimi bin Yunus Lecturer 

En. Marzuki bin Mohammad Lecturer 

En. Sarafuddin binAlang Osman Lecturer 

En. Mohd. Redzuwan bin Danuri Lecturer 

En. Mannan Miah bin Wabulah Assistant Engineer 

En. Norizan bin Md. Zin Pembantu Laut 

En. Nor’ Azman bin Ahmad Zabidi Pekerja Rendah Awam 

 

5) マレーシア航空アカデミー（Malaysian Aviation Academy：MAvA） 

Dr. Manjit Singh Director 

HJ. Razali Bin Ujang Deputy Director 

HJ Tajul Annwar Bin Ismail Principal Assistant Director 

Mr. Michael Lim Hock Ann Principal Assistant Director 

Mr. Aminuddin Bin ahmad Senior Assistant Director 

Mr. Anthony Xavier Senior Manager, Punchak teknologi 

 

6) 海事局訓練所（Maritime Transport Training Institute：MATRAIN） 

Mr. Nordin Bin Mchamadin Director 

 

7) 海事法令執行庁（Malaysia Maritime Enforcement Agency：MMEA） 

Lt. Cdr. (M) Siti Khairunnisak Binti Abd Aziz Operation Officer 

Lt. Cdr. (M) Mahathir Bin Mohamad SAR Officer 

Lt. Cdr. (M) Muzafira Binti Mukholit Strategic officer/Lo 

Lt. (M) Noor Faridah Binti Mohamad SAR Officer 
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Lt. (M) Madya Mohd Fazmin Shah Operation Officer 

 

8) MMEA District Maritime Kuantan（DM8） 

Captain (M) V Pannir Operation Director of Eastern 

 Region 

Cdr (M) Asman Bin Jamak Deputy Director of enforcement and  

 exercise of DM8 

Cdr (M) Nudin bin Jusoh Head of basic academy of AMSAS 

 

9) MMEA District Maritime Klang（DM4） 

Capt. (M) Mod Rosli Bin Abdullah Maritime State Director (Selangor) 

LCdr (M) Suzanna Razali Chan Logistics/Operation Director 

Lt (M) Mohd Wan Fuad Bin Wan Hassan Operation Officer 

Lt (M) Nazeefah Binti Mohd Sharif Operation Officer 

Lt Cdr. (M) Abdul Hakim Bin Idris Commanding Officer of 

 KM KUKUP 

 

10) Altriz Technology Sdn Bhd 

Mr. Ahmad Safie Adami Business Department Director 

 

11) HJS Maritime Sdn Bhd 

Mr. Mohd Anwar Sadat Executive Director 

Hamzah Abdul Wahab Managing Director 

 

12) 在マレーシア日本国大使館 

中村 浩平     参事官（経済部長） 

林王 弘道     一等書記官 

 

13) JICAマレーシア事務所 

松本 高次郎 所長 

深澤 晋作 次長 

園山 由香 所員 

Tan Siew Chan 所員 
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(1) 第 2回現地調査（2016年 9月 19日～9月 27日） 

 

1) 海上法令執行庁（Malaysia Maritime Enforcement Agency：MMEA） 

Capt. (M) Hamid Bin Mohd Amin Director of Strategic Planning 

Lt. Cdr. (M) Muzafira Binti Mukholit Senior Assistant Director of Starategic 

 Planning & International Affairs 

Mr. Mohd Zul Fahmi Mohamad Senior Assistant Director 

Mr. Mohhd Zuhaidy A. Rahman Senior Assistant Director training 

 Division 

Ms. Joyce Evalyn Ejau Deputy Director (Policy) of Maritime 

 Enforcemrnt Affairs Division 

Mr. Nur Suhana Mohammad Assistant Director of Finance 

 Department 

Ms. Kathijah Johnidi Budget Unit of Finance Departmrent 

Ms. Nur Ezdiana Binti Roleb Legal Department 

Ms. Syazana Binti Abd. Lajis Legal Department 

Ms. Joyce Melai Chan Senior Assistant Director Human 

 Resource Department 

 

2) スルタン・アフマッド・シャー海上保安アカデミー（Academy Maritime Sultan 

Ahmad Shah：AMSAS） 

1st Admiral (M) HJ Mohd Sabri bin HJ Mohamed Head of School Training 

Cdr. Yousry bin Yaali Head of Basic Scool Training 

 (Sailors)/ Nautical Studies Instructor 

Lt. Cdr. (M) Fakrul Akmal bin Mat Head of Engineering Unit 

Lt. Cdr. (M). Norrimi bin Hassan Head of Nautical Studies 

 

3) マレーシア総務省（General Department of Malaysia） 

Mr. Rusdi B Ahmad Ali Accountant 

 

4) マレーシア外務省（Ministry of Foreign Affairs of Malaysia） 

Mr. Farawati Ismail Accountant 

 

5) マレーシア財務省（Ministry of Finance of Malaysia） 

Ms. Saharundin Yusoff Principal Director Secretary 
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Ms. Jamaliah Rahmat Assistant Secretary 

Ms. Nur Huda Adris Accountant 

 

6) 在マレーシア日本国大使館 

林王 弘道     一等書記官 

 

7) JICAマレーシア事務所 

松本 高次郎 所長 

深澤 晋作 次長 

園山 由香 所員 

Tan Siew Chan 所員 
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(3) 準備調査報告書（案）説明調査（2017年 1月 10日～13日） 

 

1) 海上法令執行庁（Malaysia Maritime Enforcement Agency：MMEA） 

First Admiral Haji Abdul Razak Bin Lebai Omar Deputy Director, Exercise &  

 Enforcement 

First Admiral Yusof Bin Ali Project Management Director 

Lt. Cdr. (M) Muzafira Binti Mukholit Senior Assistant Director I of 

Starategic 

 Planning & International Affairs 

Lt. Cdr. (M) Noor Muhamad Faizal Bin Mohd Yunus Senior Assistant Director II of  

 Starategic Planning & International  

 Affairs 

Mr. Mohhd Zuhaidy A. Rahman Senior Assistant Director training  

 Division 

Ms. Joyce Evalyn Ejau Deputy Director (Policy) of Maritime 

 Enforcemrnt Affairs Division 

Ms. Nur Ezdiana Binti Roleb Legal Department 

Ms. Syazana Binti Abd. Lajis Legal Department 

Ms. Joyce Melai Chan Senior Assistant Director Human  

 Resource Department 

Mr. James Anak Mathew Lidi Director, Procurement Branch 

Ms. Kavitha Procurement Branch 

 

2) スルタン・アフマッド・シャー海上保安アカデミー（Academy Maritime Sultan 

Ahmad Shah：AMSAS） 

First Admiral (M) HJ Mohd Sabri bin HJ Mohamed Head of School Training 

Cdr. Yousry bin Yaali Head of Basic Scool Training 

 (Sailors)/ Nautical Studies Instructor 

Cdr. (M) Nudin bin Jusoh  Head of Basic Academy/ 

 Engineering Instructor 

 

3) JICAマレーシア事務所 

松本 高次郎 所長 

園山 由香 所員 

Tan Siew Chan 所員 
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Project Monitoring Report 

on 
The Project for improving Training Equipment of 

Academy Maritime Sultan Ahmad Shah 
Grant Agreement No. XXXXXXX 

20XX, Month 
 

 

Organizational Information 
 

Signer of the G/A 
(Recipient) 

 
     
Person in Charge (Designation)      
                      
Contacts          Address:      
   Phone/FAX:      
   Email:       

Executing 
Agency 

 
Malaysia maritime Enforcement Agency (MMEA) and Academy 
maritime Sultan Ahmad (AMSAS) 
Person in Charge (Designation)      
                      
Contacts         Address:      
   Phone/FAX:      
   Email:       

Line Ministry  

 
Prime Minister’s Department  
Person in Charge (Designation)      
                      
Contacts         Address:      
   Phone/FAX:      
   Email:       

 
General Information:  
 

Project Title  

E/N 
Signed date: 
Duration: 

G/A 
Signed date: 
Duration: 

Source of Finance 
Government of Japan: Not exceeding JPY         mil. 
Government of (          ):                  

 

Annex-5 
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1:  Project Description 
 

 

1-1 Project Objective 
 

This project aims to improve the training capability of the MMEA through providing the 
equipment such as the Ship Handling Simulator, and furthermore thereby to improve the 
operational capability of the MMEA ships/boats. 

 

1-2 Project Rationale 

- Higher-level objectives to which the project contributes (national/regional/sectoral 

policies and strategies) 

- Situation of the target groups to which the project addresses 
 
Implementation of the project will contribute to ensure the safety of the coastal areas of 
Malaysia and secure the socio-economic activities through providing the training equipment to 
the AMSAS for improving the capability of MMEA ship crews 

 

1-3 Indicators for measurement of “Effectiveness” 

 
Quantitative indicators to measure the attainment of project objectives 

Indicators Original (Yr 2016) Target (Yr 2020) 

Number of trainees of the MMEA 
trained at external facilities using 
the simulators 

118 0 

Number of trainees of the MMEA 

trained at the AMSAS using the 

simulators 

0 about 500 

Number of trainees from other 

countries trained at the AMSAS 

using the simulators 

0 about 20 

Qualitative indicators to measure the attainment of project objectives 

To contribute the rapid and proper search and rescue operation and the prevention of maritime 

crimes such as, smuggling, smuggling, poaching, illegal migration in Malaysian coastal areas. 

 
 

2:  Details of the Project 

 

2-1 Location 

 

2-2 Scope of the work 

Components 
 

Original 
(proposed in the outline design) 

Actual 
 

1.   
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Reasons for modification of scope (if any). 

(PMR) 
 

 
2-3 Implementation Schedule 

Items 

Original 

Actual (proposed in the 

outline design) 
(at the time of signing 

the Grant Agreement) 

    

    

    

 

Reasons for any changes of the schedule, and their effects on the project (if any) 
 
 

 

2-4 Obligations by the Recipient 
2-4-1 Progress of Specific Obligations 

See Attachment 2. 
 
2-4-2 Activities 

 See Attachment 3. 
 
2-4-3 Report on RD 

 See Attachment 11. 
 
2-5 Project Cost  
 
2-5-1 Cost borne by the Grant(Confidential until the Bidding) 

 

Components Cost 
(Million Yen) 

 Original 

(proposed in the outline design) 

Actual 
(in case of any  
modification) 

Original1),2) 

(proposed in 
the outline 
design) 

Actual 

 Training Equipment  636  

 Detailed design, Tender support  
and Construction supervision 

 69  

 Contingency  7  

Total 712  

Note:  1) Date of estimation: September 2016 
2) Exchange rate: 1 US Dollar =   Yen 

 

2-5-2 Cost borne by the Recipient 

 

Components 
 

Original* 
(proposed in the outline design) 

Actual* 
 

1.   
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Components Cost 
(1,000 MYR) 

 Original 

(proposed in the outline design) 

Actual 
(in case of any  
modification) 

Original1),2) 

(proposed in 
the outline 
design) 

Actual 

 To bear the following commissions to 
a bank of Japan for the banking 
services based upon the B/A (Bank 
Arrangement) 
(1) Advising commission of A/P 

(Authorization to Pay) 
(2) Payment commission for A/P 

 28.37  

    

     

   

Note:  1) Date of estimation: September 2016 
2) Exchange rate: 1 US Dollar =  

 
Reasons for the remarkable gaps between the original and actual cost, and the countermeasures 
(if any) 

(PMR) 
 
 

 

2-6 Executing Agency 
- Organization’s role, financial position, capacity, cost recovery etc, 
- Organization Chart including the unit in charge of the implementation and number 

of employees. 

Original (at the time of outline design) 
name:  

role:  
financial situation:  
institutional and organizational arrangement (organogram):  
human resources (number and ability of staff):  
 
Actual (PMR) 
 
 
 

 

2-7 Environmental and Social Impacts 
- The results of environmental monitoring based on Attachment 5 (in accordance with Schedule 

4 of the Grant Agreement). 

 - The results of social monitoring based on in Attachment 5 (in accordance with Schedule 4 of 
the Grant Agreement). 
 - Disclosed information related to results of environmental and social monitoring to local 
stakeholders (whenever applicable). 
 
 

3: Operation and Maintenance (O&M)  
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3-1 Physical Arrangement 
- Plan for O&M (number and skills of the staff in the responsible division or section, 
availability of manuals and guidelines, availability of spareparts, etc.) 
 

Original (at the time of outline design) 

 
 
Actual (PMR) 
 
 
 

3-2 Budgetary Arrangement 
- Required O&M cost and actual budget allocation for O&M  

 

Original (at the time of outline design) 

 
Actual (PMR) 
 
 
 

4: Potential Risks and Mitigation Measures 

 
- Potential risks which may affect the project implementation, attainment of objectives, 

sustainability 
- Mitigation measures corresponding to the potential risks 

 

Assessment of Potential Risks (at the time of outline design) 

Potential Risks Assessment 

1. (Description of Risk) Probability: High/Moderate/Low 

Impact: High/Moderate/Low 

Analysis of Probability and Impact: 

 
 

Mitigation Measures: 

 
 

Action required during the implementation stage: 

 
 

Contingency Plan (if applicable): 

 
 

2. (Description of Risk) Probability: High/Moderate/Low 

Impact: High/Moderate/Low 

Analysis of Probability and Impact: 

 
 

Mitigation Measures: 

 
 

Action required during the implementation stage: 
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Contingency Plan (if applicable): 

 
 

3. (Description of Risk) Probability: High/Moderate/Low 

Impact: High/Moderate/Low 

Analysis of Probability and Impact: 

 
 

Mitigation Measures: 

 
 

Action required during the implementation stage: 

 
 

Contingency Plan (if applicable): 

 
 

Actual Situation and Countermeasures 
(PMR) 
 
 

 
 

5:  Evaluation and Monitoring Plan (after the work completion) 

 

5-1 Overall evaluation 
 

Please describe your overall evaluation on the project. 

 
 

 

5-2 Lessons Learnt and Recommendations 
Please raise any lessons learned from the project experience, which might be valuable for the 

future assistance or similar type of projects, as well as any recommendations, which might be 

beneficial for better realization of the project effect, impact and assurance of sustainability.  

 
 
 

 

5-3 Monitoring Plan of the Indicators for Post-Evaluation 

Please describe monitoring methods, section(s)/department(s) in charge of monitoring, 

frequency, the term to monitor the indicators stipulated in 1-3. 
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Attachment 
 

1． Project Location Map 

2． Specific obligations of the Recipient which will not be funded with the Grant 

3． Monthly Report submitted by the Consultant 
Appendix - Photocopy of Contractor’s Progress Report (if any) 

- Consultant Member List 
- Contractor’s Main Staff List 

4． Check list for the Contract (including Record of Amendment of the Contract/Agreement and 
Schedule of Payment) 

5． Environmental Monitoring Form / Social Monitoring Form 

6． Monitoring sheet on price of specified materials (Quarterly) 

7． Report on Proportion of Procurement (Recipient Country, Japan and Third Countries) (PMR 
(final )only) 

8． Pictures (by JPEG style by CD-R) (PMR (final)only) 

9． Equipment List (PMR (final )only) 
10. Drawing (PMR (final )only) 
11. Report on RD (After project) 



Attachment 6 

 

Monitoring sheet on price of specified materials 
 

1. Initial Conditions (Confirmed) 
 

 Items of Specified Materials 
Initial Volume 

A 

Initial Unit 
Price（¥） 

B 

Initial total 
Price 

C=A×B 

1％ of Contract 
Price 
D 

Condition of payment 
Price（Decreased） 

E=C－D 
Price（Increased） 

 F=C＋D 
1 Item 1 ●●t ● ● ● ● ● 
2 Item 2 ●●t ● ● ●   
3 Item 3       
4 Item 4       
5 Item 5       
        
 
2. Monitoring of the Unit Price of Specified Materials 
(1) Method of Monitoring：●● 

 
(2) Result of the Monitoring Survey on Unit Price for each specified materials 

 
 

Items of Specified Materials 
1st 

●month, 2015 
2nd 

●month, 2015 
3rd 

●month, 2015 
4th 5th 6th 

1 Item 1       
2 Item 2       
3 Item 3       
4 Item 4       
5 Item 5       
        
 
 
(3) Summary of Discussion with Contractor (if necessary) 

- 
- 
- 
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Report on Proportion of Procurement (Recipient Country, Japan and Third Countries) 

（Actual Expenditure by Construction and Equipment each）              

 

 Domestic Procurement 

（Recipient Country） 

A 

Foreign Procurement 

（Japan） 

B 

Foreign Procurement 

（Third Countries） 

C 

Total 

D 

Construction Cost （A/D％） （B/D％） （C/D％）  

 Direct Construction 
Cost 

（A/D％） （B/D％） （C/D％）  

others （A/D％） （B/D％） （C/D％）  
Equipment Cost （A/D％） （B/D％） （C/D％）  

Design and Supervision Cost （A/D％） （B/D％） （C/D％）  

Total （A/D％） （B/D％） （C/D％）  

 

 



AP-6-1 

 

 

（1）現地収集情報 

 

 

（2）為替レート 

1) 積算時点 2016 年 9 月（現地調査終了月） 

2) 為替交換レート 1 USD＝104.59 円（積算時点月前の3ヶ月の平均レート） 

 1 MYR＝25.2697 円（積算時点月前の3ヶ月の平均レート） 

 

 

番号 名称 発行元 形状 

１ ANSWER TO QUESTIONNAIRE FOR THE 

PREPARATORY SURVEY ON THE PROJECT 

FOR IMPROVING TRAINING EQUIPMENT OF 

ACADEMY MARITIME SULTAN AHMAD 

SHAH IN MALAYSIA 

AMSAS 

 

電子 

２ AMSAS 概要説明プレゼン資料 AMSAS 電子 

３ AMSAS 操船シミュレータープレゼン資料 AMSAS 電子 

４ MMEA 概要説明プレゼン資料 MMEA 電子 

５ 「マ」国政府調達方針（ICP Policy） マレーシア財務省 電子 

資料資料資料資料６６６６    参考資料参考資料参考資料参考資料    


	表紙
	序文
	要約
	目次
	位置図/完成予想図/写真
	図表リスト
	略語集
	第1章　プロジェクトの背景・経緯
	1-1　当該セクターの現状と課題
	1-2　無償資金協力の背景・経緯及び概要
	1-3　我が国の援助動向
	1-4　他ドナーの援助動向

	第2章　プロジェクトを取り巻く状況
	2-1　プロジェクトの実施体制
	2-2　プロジェクトサイトおよび周辺の状況

	第3章　プロジェクトの内容
	3-1　プロジェクトの概要
	3-2　協力対象事業の概略設計
	3-3　相手国側分担事業の概要
	3-4　プロジェクトの運営・維持管理計画
	3-5　プロジェクトの概略事業費

	第4章　プロジェクトの評価
	4-1　事業実施のための前提条件
	4-2　プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項
	4-3　外部条件
	4-4　プロジェクトの評価

	資料1　調査団員・氏名
	資料2　調査行程
	資料3　関係者（面会者）リスト
	資料4　討議議事録（M/D)
	資料5　Project Monitoring Report(PMR) 初版
	資料6　参考資料

